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         Diversification of Mwaneaba: 

The Local Meeting Houses in Tabiteuea South, Kiribati

Kazuhiro Kazama

　本論文では,中 部太平洋のキ リバス南部に位置する,タ ビテウエア ・サウス

におけるマネアバ(集 会所)の 現状を実地調査の資料に基づいて記述する。さ

らに,首 都 と離島部 との政治経済的なつなが りを,マ ネアバがいかに媒介する

かを考察する。

　現在のマネアバは,旧 来の民族誌における記述 とはまったく異なり,各 行政

村のほか,キ リス ト教会,島 行政府や学校に付随 して多様化 している。各マネ

アバでは,対 応する社会集団に関わる合議や饗宴が長老を中心に開催され,そ

の成員を統合している。一方,タ ビテウエア ・サウスは首都を通 じて外部世界

と連接している。首都から来た中央の政策や諸制度は,ま ず各種マネアバにお

ける合議により検討される。マネアバは外部の論理を一時的に遮断 し,在 地の

論理を付加 して変換する装置として作動している。

   This paper discusses the politico-economic relationship between 

central institutions in the capital and the local society of Tabiteuea South 

in Kiribati in the Central Pacific through the medium of meeting houses, 

called mwaneaba. It is based on the author's field research conducted 

there from 1994 to 1996. 

   Grimble and Maude, who were colonial administrators and an-

thropologists, reconstituted what was considered to be the traditional
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mwaneaba in the early twentieth century. The mwaneaba system has 

been historically diversified and their description cannot be applied to 

present circumstances. I observed several types of mwaneaba in 
Tabiteuea South. Each is accompanied by a particular social group, 

such as the administrative village, a church organization, the Island 

Council or a public primary school. Various meetings and feasts are 

held in mwaneaba, consolidating the members of each social group. 

   All meetings at mwaneaba are controlled by elders. The mwaneaba 

effectively blocks the authority of the central government. All economic 

opportunities offered by external agencies are accepted and discussed by 

the mwaneaba meetings, and distributed among people according to the 

local morality of equality. The mwaneaba functions as an apparatus to 

transform the logic of the outside world.
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おわ りに

は じ め に

オセアニア島喚地域 にはさまざまな集会所があ り,各 種 の儀礼を行 う場 と して,あ

るいは共 同体 の政治 の拠点 として,人 類学的研究の主題に採 り上げ られて きた(e.g.

ア レ ソ1978;青 柳1982;松 岡1927:511-535)。 本 論文 の対象 である中部太平洋 のキ

リバ ス(Kiribati)1)に お いて も,「 社会生活の中心」 としぼ しば表 現 され る集会所 マ
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ネアバ(〃iwaneaba)が 発達し,植 民地行政官であった人類学者の興味を強くひいた

(Maudel977[1963];1980[1961】;Grimblel989)。 ただし,サ ルベージ人類学的な

当時の潮流のなかにあって,キ リバスの先駆的民族誌家によるマネアバ研究に,同 時

代的視点が欠落 していたのは,当 然とい>xるだろう。彼らは,す でに調査時には失わ

れていた過去の再構成を目標 としていたのである。

先駆的民族誌家による資料収集が行われてから一世紀近 く経 って,キ リバスの人々

は過去のマネアバに関する知識や神話をほとんど忘却 している。それにもかかわらず,

マネアバは機能を変えて存続 し,多 様化 し,増 加 して現在に至 っている。このような

状況にあって当然のことながら,再 構成 された過去の民族誌の情報は,現 在のマネア

パを分析するにあたって,有 効な枠組みを与えては くれない。本論文では,キ リバス

の南部離島 タビテウエア ・サウス(TabiteueaSouth)に おける実地調査で得た資

料に基づき,多 様化 したマネア・ミを論 じる。調査は主にタビテウエア ・サウス中部の

N村 において行った2)0

一論文の目的は第一に,ほ とんど紹介されることのなかった現在のマネア・ミの状況を

民族誌的に示すことである。まず,N村 マネアバの現状を詳細に記述 し,過 去の民

族誌で描かれた 「伝統的」マネアバとの差異を明らかにする。次に,こ れまで研究対

象とされてこなかった多様な 「新しい」マネアバの実態を記述する。各種マネアバは,

村人が社会生活を営む上で必然的に関与せざるを得ないものである。さらに,私 が

N村 に滞在 していた期間中に行われたカ トリック教会のマネアバ新築作業の過程を

採 り上げる。マネアバ新築に関する協同作業は,村 人たちの社会生活の凝縮といえる

事例である。

第二に,現 在のマネアバを,首 都南タラワの政治経済システムとの関係に焦点を当

てて考察する。タビテウエア ・サ ウスは,キ リバスのなかでも首都からの交通が不便

な,い わぽ辺境の地とい>xる。 しか しながら,歴 史的に世界システムに包摂され,そ

こに住む人々が外部のシステムに否応なく翻弄 されてきたのは明らかである。キ リ・ミ

スという国家に組み込まれている現在,タ ビテウエア ・サウスのマネアバは当然,国

家とそれを取 り囲む政治経済状況から独立しているわけではない。現在のマネアバを

論 じるためには,と くに首都から来る外来の諸制度を必然的に視野に入れなければな

らない。

タビテウエア ・サウスとい うミクロな調査地は国家を経由し,マ クロな世界大の政

治経済システムと連接 している。住民にとって主要な換金作物であるコブラは,タ ビ

テウエア ・サ ウスか ら海外へ輸出され,人hの 主食はオース トラリアから輸入した
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A

②

③

地 図 調 査 地 の位 置 お よび 概 略

ギ ル バ ー ト諸 島(キ リバ ス)

出所:H.VanTrease(ed.)Ato〃politi(:s:-theRepublicofKiribati.よ り改 変

タ ビテ ウエ ア環 礁

出所:LandandSurveyDivision,GovernmentofKiribati.よ り修 正

タ ピテ ウエ ァ ・サ ウス 拡 大 図

出所:LandandSurveyDivision,GovernmentofKiribati.よ り修正
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風間 タビテ ウエア ・サ ウスにおけるマネアバ(集 会所)の 多様化

米 ・小麦粉である。現在の主要な出稼ぎ先は外国船であり,賃 労働の報酬として人々

に配分される国家歳入の多 くは,海 外から得た援助資金である。本論文においては,

調査地におけるマネアバに関わる現象を,マ クロな政治経済システムとの連接を念頭

におきながら,首 都や国家 との関連において考察する。

1.調 査地を取 り囲む状況

1-1.タ ビ テ ウエ ア ・サ ウス

タ ビテウエ ア環礁は,南 北2つ の行政地区に分かれ ている。環礁の北部 と中部が タ

ビテウエ ア ・ノース行政区 とな り,南部 が タビテ ウエア ・サ ウス行政区 とな っている。

人 ロお よび宗教

タビテ ウエア ・サ ウスは6村 からなる。 これ らの村 は主 に,各 小珊瑚 島(ア イ レッ

ト)ご とに形成 された 自然村 であ り3),同 時 に最小 の行政 単位 とな ってい る。1995年

の人 口調査 に よる と,キ リバス共和国の居住者 のなか で,故 郷が タビテウエ ア ・サ ウ

ス と回答 した人 は2,322人 いた。外 国を除いて,タ ビテウエア ・サ ウスを故郷 と見 な

す行政 区外居住者 は1,133人 お り,そ の割 合は49%に の ぼ る(StatisticsOfnce1997:

69)。 タ ビテ ウエ ア ・サ ウス全体 では275世 帯,1,404人 が 居住 してお り,人 口密度 は

118人/km2で あ る(StatisticsO缶cel997:1)。 この1,404人 の うち,当 該行政区 を故

郷 と見 なす者 は1,189人(85%)い る。残 る行政区内人 口の15%は 他 島出身者であ り,

土堤道路工事関係者や公務員 などの定職者,お よび婚入女性である。調査地 のN村

の人 口は約180人 で あった。

信仰す る宗教別にみ ると,275世 帯 の うち136世 帯(49.5%)が カ トリック,96世 帯

(34.9%)が キ リバス ・プ ロテス タン ト教会(KPC;KiribatiProtestantChurch),37

世 帯(13.5%)が ・ミ・・イ,6世 帯(2.2%)が そ の他の宗派 とな って いる(Statistics

Office1997:117)4)0な おN村 は,村 はずれにあ る学校教員住宅 の一部世帯を除 き,

カ トリック信徒 のみ だ った。 ここでい う世帯 とは,後 述す る小家族世帯 ム ウェ ソガ

(mwenga)で あ る。ただ し,老 人や子供は頻繁に移動す るので,必 ず しも世帯の成

員が固定 しているわけではない。 また若者が首都へ出かける と,数 ヶ月か ら数年 もの

間,村 に帰 って こないこともあ る。
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行政機関

N村 の北 に位置す るB村 の北西端 にテオボキ ア(Teobokia)と よばれる地域が あ

り,タ ビテ ウエ ァ ・サ ウスの行政 的 な中心 とな ってい る。 テオボキ アには島行政府

(IslandCouncil)の 事 務所,ゲ ス ト・・ウス,生 協店舗,コ ブラの倉庫,診 療所,農 業

省の出張所,島 行政府 の集会所(カ ウンシラ ・マネアバ[mwaneabantekaunt�a])

な どがある。行政府事務所 の建物 には,土 地法廷事務所,警 察署,郵 便兼無線局が付

随 している。 テオボキアには公務員住宅 もあ り,そ こで働 く者 とその家族が住 んで い

る。 またタ ビテ ウエア ・サ ウスの6村 か らは,そ れぞれ カウンシラ(kauntira)と よ

ぼれ る行政官が村 ごとの選挙 で選出 され,う ち1人 が カウンシラ長 とな る。各村 のカ

ウンシラは,島 におけ る中央政府 の代理人 である クラーク(kiraka)や 公 務員 と村住

民を結ぶ役 目を担 っている。 さらに,6村 の長老男性 ウニマーネ(unimwane)5)の 意

見を と りまとめ る長老会議が組織 されている。 カ ウンシラ ・マネアノミにおける公聴会

や合議 において,長 老 たちは クラークや公務員 に対 して要望 を出 し,政 策への質問を

する。クラークは中央政府 と島 との間に,カ ウソシラは島行政府 と村 との間に挟 まれ,

両 者 の情報を伝達 し,折 衝す るに過 ぎない。む しろ,中 央政府 の公的なエ ージ ェソ ト

ではない長老 会議 が,タ ビテ ウエ ア ・サ ウスにおいて強力な決定権を もっている。

学校

戦前の行政府は植民地経営に最小のコス トしかかけなかった。そのため,公 的な学

校教育を行ったのは,キ リバス人官吏養成を目的とした首都タラワの公立学校のみに

限定され,そ れ以外は専 らキ リス ト教会に教育を委ねていた。第二次大戦後,離 島部

でも公立の初等学校が作 られ始めた。タビテウエア ・サウスにおける初等教育も長期

にわた り,キ リス ト教会の下にあった。現在でもB村 カ トリック教会マネアバの裏

には,教 会が運営 していた学校の校舎が残っている。教会による初歩的な教育が浸透

していたため,現 在60～70歳 の長老さえも,ほ とんどキ リバス語の読み書きができ,

識字率は100%に 近いと考えられる。タビテウエア ・サウスでは,1980年 代末になっ

て公立の初等学校が作られた。現在,飛 行場のN村 寄 りに島最大の初等学校がある

ほか,初 等学校はタビテウエア ・サウス全体で計4校 ある。近年になって各村のマネ

アバを使った幼児教育も行われ始めた。

交通 ・流通および消費

タビテウエア ・サウスの住民を外部 とつなぐ交通機関は,飛 行機 と船である。1981
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年にN村 とB村 の外洋に面 した境界に飛行場が作られ,ス ケジュール上は週1回,

タラワからの飛行機便が運行 している。ただ し実際には,飛 行機の故障や燃料不足が

頻発するため,2週 間から1ヶ 月間以上欠航することもしぼ しぼある。 またタラワへ

の航空運賃は片道約100豪 ドルかか り,定 職をもたない一般の住民にとってかな り高

額なため,主 に公務員や出稼 ぎ者が利用する。

一般の人hが タラワへ行 く場合,通 常は船を利用する。物資の移入に関しても,飛

行機 より船便が重要である。行政の中心であるテオボキアが,船 で運ばれてきた積荷

の陸揚げ地になっている。船からは主食の米,小 麦粉,砂 糖などの食料や生活必需品

を降ろし,島 からは唯一の換金生産物であるコブラを積み込む。船で移入する物資は,

住民の生活にとってきわめて重要な役割を担 ってお り,ラ ジオで聴いた船の情報が人

々の日常的な話題にのぼっている。船便は不定期な上,仮 に来たとしても貨物が積 ま

れておらず,コ ブラを積み込むだけのこともある。独立直前の1976-'77年 の運行表 と

比べても,現 在の船便数は少なく,輸 送の状況はむ しろ悪化 している(風 間n.d.)。

タビテウエア ・サウスでは,外 国船出稼ぎ者や公務員を除いた人々にとって,コ ブ

ラ生産が現金を得る主要な方法である。他に,船 荷の積み降ろし,不 定期的な建設労

働の雇用が村人の収入源 となる。世帯規模で魚やタバコなどを売 り,僅 かな収入を得

ることもある。これらの収入は,主 に輸入食料品や嗜好品,生 活必需品を商店で購入

す ることによって消費される(風 間1997)。

商店は1994年 時点で,テ オボキアの生協のほか,プ ロテスタント信徒共同経営,個

人経営など計5店 舗あった。 ところが,実 際の物資入荷はきわめて不安定であ り,船

到着から1週 間後には店から商品がな くな り,次 の船まで開店休業になることがしぼ

しぼあった。物資欠乏時に貨物が入荷すると,人 々はパニックのように店に殺到し,

商品を巡 って暴力事件まで起 こった。さらに1995年 の初頭には,最大の物資供給源だっ

た生協卸売会社が倒産して,タ ビテウエア ・サウスでは極度に物資が欠乏 し,私 自身

も厳 しい飢えを体験した。そのとき人hは,コ ゴヤシの果肉を瑠 りながら飲料で腹を

膨 らませて,次 の船便による貨物入荷を待つしかなか った。生業的な食料生産は,厳

しい自然環境および歴史的な衰退によ りきわめて脆弱であり,人 々は輸入物資に主食

を依存せざるを得ない状況にある。 しかも,主 食を含む物資の移入がしばしば途絶え

る(風 間1997)。 この二重の構造的な要因による慢性的な物資欠乏状態を,私 は 「二

重の窮乏」 とよんでいる。
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1-2.キ リバ スの政治 ・経済 的特徴

以上のように,タ ビテウエア ・サウスは首都から遠隔の地にある。しかしながら,

外部世界から隔絶 しているわけではない。人々はコブラの移出,賃 労働や出稼ぎなど,

首都を通 じて現金を得て,さ らに主食や生活必需品を首都を経由した移入に依存して

いる。また,行 政や教育,宗 教などの諸制度は,首 都とのつなが りによって成 り立っ

ている。

このようにタビテウエア ・サ ウスを条件づけている,首 都およびキ リバス国家の政

治経 済的状況 を概観す る必要 がある。そ のためには まず,オ セア ニア島喚の

rMIRAB経 済」論を参照しなけれぽならない。オセアニア島喚国は国土の分散性,

資源の貧困性,人 口の小規模性などの特徴をもち,国 際的資本にとって経済的な魅力

に乏しい。MIRAB経 済 とは,オ セアニア島,::国の経済的特徴を説明するために提出

された概念である(Bertram&Watters1985;1986)。 多 くのオセアニア島喚国の経

済は,海 外への出稼ぎ移民(MI:migration),そ の移民から故郷への送金(R:remit-

tances),旧 宗主国など外国からの経済援助(A:aid),そ れ らの国家歳入を国民に配

分する機能を果たす,人 口に比 して大きな官僚機構(B:bureaucracy)に 特徴付けら

れる。つま りMIRAB諸 国は天然資源が貧弱で人 口規模が小さく,第 一次生産物を

輸出 して外貨を獲得 した り,低 賃金の労働力を求める海外からの資本が投入される機

会がほとんどない。別言すれぽ,世 界システム中核国の資本による搾取構造に充分に

は組み込まれていない。国家の経済はむ しろ,中 核国からの援助とい う,搾 取 とは逆

の資金の流れに依存する。島喚国の住民 もまた,積 極的に資本の集中する海外の都市

へ出かけていき,搾 取構造に参入す ることを自ら選択する。

バ ー トラムらは独立以前のキ リバスをMIRAB経 済のひとつに位置付けている。

しか し,現 在のキ リバスでは,出 稼 ぎ移民の機会が少なく,MIRAB経 済の典型から

はずれている。これは,主 要な出稼ぎ先であったナウルにおいて,近 年,燐 鉱石がほ

ぼ枯渇 したことに対応している。現在では,外 国船の乗組員 として雇用されることが,

ほぼ唯一の出稼ぎ機会 とな っている。私は,こ の ようなキ リ・ミスの経済的特徴を

rFFAB経 済」と名付けた(風 間1999c;n.d.)。 キリバスの経済は,自 国領海内の外

国船操業 と引き替えに得る入漁料(F:fishroyalty),歳 入均衡化準備基金RERFの

運用益(F:fund)6),援 助(A)と 官僚制(B)に 特徴付けられる。つま りFFAB経

済はMIRAB経 済の亜類型である。一方,タ ビテウエア ・サ ウスか ら見た場合,キ

リバス国家のFFAに 基づいた歳入は,首 都在住の親族から時折ある仕送 り,島 行政
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府 に よる少人数の職員雇用,不 定期 の建設賃 労働 の雇用 として流入 して くる。海外か

らもたらされた資金 は,細 いチ ャンネルを通 って タビテ ウエ ア ・サ ウスに到達す るの

である。 この配分は,FFAB経 済 のB(官 僚 制)が 主 に関係す る。

以上 のよ うに,海 外か らの資金や物資,政 策や諸制度は首都を経由 してタ ビテウエ

ア ・サウスにや って くる。その とき,タ ビテ ウエア ・サ ウス側の受け手 として各種 の

マネアバが重要 な役割 を果たす。 以下の章 では,こ れ らマネ アバを対象に記述を進 め

る。

2.マ ネ アバ 研 究 の現状

2-1.「 伝統 的」 マネアバの研究

マネアバは通常,入 母屋形式 の屋根を もつ大型 の建築物 である7も 壁 はな く,床 に

は珊瑚屑 の白い小石が敷 き詰められ てい ることが多 い。首都南 タラワの道路を乗 り合

いバ スで走 ると,道 路脇に大小さまざまな幾つ ものマネアパが建 っているのを見 るこ

とが できる。首都南 タ ラワ,エ イタ地区のマネアバ の ように,珊 瑚岩 の石柱,パ ンダ

ナス葺 き屋根,白 い小石の床からな る建築物 もある し,教 会に付随 してい る トタソ屋

根,コ ンク リー ト柱,コ ソク リー ト床の建築物 もある。南 タラ ワで最 もよ く目に付 く

のは,パ ンダナス葺 き屋根で コソク リー ト床か らなる,教 会下部 組織 の小型マネ アバ

である。土曜 日の夜 に明か りを灯 し,一 晩中 ヴィデオ映画を上演 している光景は,こ

のマネアバで見 る ことがで きる。

植民地 統治下 に初代首相に選 出された ナボ ウア ・T・ ラシエタは,「 我 々の文化 と

伝統 の心 臓」 とマネアバ を表現 した(Lundsgaarde1978:67)。 独 立後 の官僚 である

ナキバエ ・タボ カイ も同様に,マ ネ アバを社会 生活 の中心 と位置付 け る(Nakibae

Tabokai1993:23)。 この よ うなキ リバ ス人政 治家や官僚 の決 ま り文句には,島 嘆 国

家が国家 として成 り立つための不可欠の条件 である統一への,特 別 の強調を容易に読

み とることができる。現在国家 として統一 され ている島 々は,以 前 は政治的に統 一 さ

れてお らず,そ れは外在的に英 国統治に よって もた らされた。1979年 に独立を達 成 し

た同国は,こ の統一を植民地統治か ら受け継 いだに過 ぎない。 この ような状況 におい

てマネ アバは,島 々の経てきた歴史的差異や多様性を排 した,同 質的な 「キ リバス社

会」 のシ ソボルと して用 いられてい る。 シンボル化 された マネ アバ とは,「 伝統 的」

であ ると同時に,現 代で も生 き続け る存在 である。 ナキバエ ・タボカイは 「伝統 的」
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写 真1ニ クナ ウ(Nikunau)島,T村 の 村 マ ネ ア・ミ

村 人 は,こ れ が キ リバ ス で最 初 の マ ネ アバ で あ る と主 張 す る。 この マネ アバ の 名 称,イ シ ニ

カ ラ ワ(Itinikarawa)と は 「空 の光 」 の 意 で,太 古 の昔,空 と陸 が 分 離 した とい う神 話 に因 む 。

(撮 影:風 間 計 博,1996年1月19日)

・ 甘 へ0羨}孤 ㌦ 、 翼"苗 「vヤ'^ゆ レ"ヤ 嚇 メ薯　

写真2ニ ク ナ ウ島,M村 の プ ロテ ス タ ン ト教 会 マ ネ アバ

ス レー ト様 金 属 板 の 葺 き屋 根,コ ソ ク リー ト床 の マ ネ アバ で あ る。(撮 影:風 間計 博,1996年

1月15日)
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マネアバと現代のマネアバを区分しない。そして,あ たかも神話時代 と歴史的過去さ

らに現代を連続させ,ま たときに混同してマネアバを論じている。

一方,欧 米人研究者はマネアパが 「社会生活の中心」であることを強調 しながらも,

むしろ神話的時代に連なる,ヨ ーロッパ接触以前の 「伝統的」マネアバに限定して記

述する傾向があった。そして,こ のキ リバス研究の先駆者たちが遺 した記述が,権 威

をもって現在のキ リバス人,と くに政治家や官僚などのエ リート層に読まれている。

さらに,そ の影響は演説や ラジオ放送を通して,離 島部の人々にも及んでいると考え

て差し支えない。現代のマネアバを記述し分析するにあたって,こ れ ら権威をもつ民

族誌の内容に触れることは,そ のような理由からも意義があると私は考える。

(マネアバは)共 同体の社会生活全体の焦点であ り,そ の中では戦争や平和,共 同体の繁

栄に関する数多 くの議論がなされていた。そこは慣習的規範の違反者を裁いた り,長 老が

抗争について聴聞し調停する法廷であった。また,威 厳ある共同体の踊 りや レクリエーショ

ソの場であ り,格 式ある祭礼の中心であった。マネアバは長老のクラブハウス,よ そ者の

仮宿,逃 亡者の避難所であった。その屋根の下での振る舞いはすべてが謹厳に,そ して厳

密に慣習に合致 しなければならなかった。マネアバに礼を失 さないように,忌 まわ しい罪

人にならないようにしなけれぽならなかった(Maudel97711963】:11)。

「伝統的」 マネアバにはボ ス(boti)と よば れる定 ま った座席があ った8)0ボ ス に

は さまざまな権利 と義務 の職能が付随 していた。 またボスは座席のみならず,そ れを

占め る人 々の集団を指示 していた。グ リンブルやモー ドは これ を クラ ソと書いている。

ボス集 団は共 通 の神 話 的先 祖 ま で父 系 的 に出 自を 辿 る こ とが で き,カ ーイ ン ガ

(kaainga)と い う居住地に ともに住んでいた9)0カ ー イソガはボス開祖 の居住地であ っ

た。 カーインガ内には ムウェソガ(mavenga)と い う核 家族規模の小家族世帯 が幾 つ

もあ り,そ れぞれの長(atuntemwenga)が 日常生活を と りま とめていた。 カーイ

ソガ内のあ らゆる事柄は ムウェンガ長た ちの話 し合いに よって決め られた。 同 じカー

インガに住む ムウェンガ長 のなか で,ひ と りの長老が カーイ ソガ長(atuntekaain-

ga)と よばれ,代 表 と してマネアバの集会にお いて発言す ることがで きた。 マネ アバ

や ボスには,そ の創設や系譜 に関す る多 くの神話があ り,そ の知識が きわ めて重要で

あった(Maudel977【1963】;Grimblel989)。 またマネアパ を建設す る際 には,建 設

技術 のみな らず,呪 文(tabunea)な どに関 す る知識が必要 とされ た(Maudel980

口961】)。 このよ うな姿 で描かれた のが,「 伝統的」 マネアバ であ る。
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しか し,ヨ ーロッパ人 との接触 以降,キ リス ト教化,植 民地支配 を経て カーインガ

は崩壊 し,マ ネ アバ に関す る慣 習は急激 に変化 し,失 われ てい った。 カーイソガ崩壊

以降,現 在 に至 る まで居 住 単位 は ム ウ ェ ンガ とい う小 家 族世 帯 とな って い る

(Geddesl977;Macdonaldl982)。 聖性 を もつ とされた 「伝統的」 マネア・ミは世紀 の

変わ り目にはす でに姿を消 していた。1910年 代 に植民地行政官 としてギル・ミー ト諸 島

に渡 った グ リンブルは,ヨ ー ロ ッパ人 の影響下で 「原住民の慣習」 が消 えゆ くなか,

マ ネアバか ら聖性 が失われてい った,と 書い てい る。 マネアバは従来,騒 音を嫌い ,

思 春期前 の子供 が周囲の広場 に足 を踏み入れ ることさえできなかった。 ところが グ リ

ンブルが赴任 した頃には娯楽 のホールと化 して しまい,人hは トラソプや スキ トルズ

(ボ ー リングの ような遊 び)を す るために集 ま り,子 供たちが一 日中マネ アバの中を

走 り回 るようにな っていた(Grimble1989:198)。

この ような歴史的な現実 に もかかわ らず,比 較的最近にな って も神話や ボスに固執

し,「 伝統的」マネア・ミのみに言及 した研究 がなされて きた のは興味深 い(Hockings

1989;Latouche1984)。 当然 なが ら,島 や村 に よって神話的知識の伝承には多寡 があ

る。 ラ トーシュが1970年 代 に調査 した ニクナ ウ(Nikunau)島 で は,ボ スや神話 につ

いて詳細 に知識 を保持 している人がいた。私 がニ クナウ島を訪問 した1995年 時 点 でも,

タ ビテ ウエ ア とは比較 に な らな いほ ど多 くの人が ボスや 神話 につい て語 って くれ

た10)。 しか し,こ の よ うな ニ クナ ウ島で さ>x,「 伝 統 的」 と見な され る村 マネ アバ

(mwaneabantekawa)は,普 段ほ とん ど利用 されていない状況だ った11)0人 々 は村

マネアバ よ りも新 しく,ボ ス もない キ リス ト教会のマネア・ミ(〃twaneabantearo)

を 日常 的な集会 の場 として使用す る。 ところが,現 代において きわめて重要なキ リス

ト教会 マネア・ミを考察 の対象 とした り,村 マネアバ の現状について詳細に論 じた研究

は,ま った く見あた らない。1980年 代 に書かれた ラ トーシュに よるニ クナウのマネア

バお よび神話研究は,ま さに 「サルベ ージ的」 であ り,同 時代的 な社会の現状 を顧み

て いない(Cf.清 水1996)。

2-2.従 来 のマネ アバ 研究 の問題 点

マネアバを論 じた既存の研究を仔細に検討すれば,「伝統的」でない事柄について

記述の対象からはずす明らかな傾向が指摘できる。ランズガー ドは例外的に,現 代の

マネアバについて比較的詳細に論 じている。彼は村マネアバ以外にも,キ リス ト教宗

派や政府出先機関などのマネアバがギルバー ト諸島の至るところで見 られると記述

し,1978年 時点において,諸 島全体で少なくとも300以上のマネアバがあると推定 し
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てい る(Lundsgaarde1978:69)。 しか し,ラ ンズガー ドが中心に据>xて 論 じるのは,

法 的な側面 のみであ る。犯罪者を裁 く司法権 な ど幾 つかの権 限が,「 伝統的」 マネア

バか ら法廷 などの現代的制度 に移譲 された ものの ,村 マネアバは村におけ る政治的 中

心 として,政 治的機能を保持 してい ることを強調 す る。 また ランズガー ドは,植 民地

化以降,住 民を把握 す るため にマネア・ミが採用 され,植 民地政府の統治組織 に接合 さ

れた と主張す る。モ ー ドや グリンブルが述べ るよ うに,ボ スの系譜に関する詳細 な知

識はすでに 「崩壊」 して しまったが,マ ネアバの 「伝統 的」機能が現代 まで連綿 と失

わ れ ず に 生 き て き た こ とを 強 調 す る の で あ る(Lundsgaarde1970:247-249,

254-2S6)ﾟ

私 は ランズガ ー ドの研究を評価 したいが,全 面 的に受け入れ ることはできない。第

一 に
,「 伝統的」要素を もち行政府の下部組織 として機能す る村マネ アバ,お よび島

マネア・ミ12)のみ を視野 に入れ てい るため ,教 会 マネ アバ などにつ いては存在 を示唆

す るのみで,正 面 か ら取 り上げていない。つ ま り現実 にあるマネアバ の一部 しか議論

の対象に していない。

第二に,村 マネアバや 島マネアバが過去の 「伝統」 と連続 している とい う単純な前

提 が問題 である。確か に多 くの村マネアバでは,か な りの差異があるにせ よ,ボ スが

人 々によ って認識 されてお り,一 見 「伝統的」 である。 しか し,現 在の村(kawa)

とは あ くまで も行政単位であ り,カ ー ワとい う用語その ものの意味 も変化 している(注

9参 照)。 また,ラ ンズガー ドのい う島マネアバに相当す るカウソシラ ・マネ アバは,

現 在の島行政府 に付随す るマネアバであ る。 この ように,歴 史的 に新 しい行政府 とマ

ネアバ(教 会 マネアバを除 く)は 強固に結合 してお り,単 純 に植民地統治以前か らの

連続性を強調す るこ とは誤 りである。連続的 な要素の存在を認 めるに して も,現 代の

時代状況 に即 して評価す る必要 がある。例>xぽ ギルバ ー ト諸 島南端に あるタマナ島に

おいては,1881年 以 降のある一時期,確iか にマネアバは消失 していた。伝承 によると,

今 世紀の初頭にな って植民地政府 の主導 に よ り島の マネアバが再建 された とい う。村

レベルのマネアバ は1941年 に建 てられた(Lawrence1983:31) 。 島 に よる歴史的差異

はあ るものの,タ マナでは明 らかにマネアバの不連続性がみ られ る。

第三rラ ソズガ ー ド自身 も意識 してい るよ うに(Lundsgaarde1970:264),法 的

側面 のみを強調す ることに よって,マ ネアバの もつ多様な文化 ・社会的現象を切 り捨

てている。換言すれぽ,欧 米 の法律に準 じた マネ アバの解釈には,在 地の価値 や論理

が入 る余地 がない(e.g.Lundsgaardel968)。 そ の結果,欧 米 の法律 との一面的 な類

似性が きわだ って しまっている。また,マ ネアバ内部で実際 に行われている事柄 が まっ
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たく描かれていない。

現在,マ ネアバが消滅 した り,機 能不全に陥っているのか といえば,当 然答えは否

である。矛盾するようだが,最 もマネアバの数が多いのは,生 活スタイルの欧米化が

進行 し,都 市化の進んだ南タラワであることは,特 筆に値する。このように 「伝統的」

マネアバの衰退ではなく,む しろマネアバが興隆 していることが,キ リ・ミス人政治家

や官僚が 「社会の中心」 とマネアバを評する背景をなしている。

このように見てみると,こ れまでほとんど描かれてこなかった現代のマネアバの状

況こそが,キ リノミス離島部の社会を理解するために不可欠であることがわかる。次章

以下,タ ビテウエア ・サウスのN村 を中心にマネアバの現状を具体的に記述 し,分

析する。

3.村 マネ アバ とイ ナキ の現 状

既存のマネアバに関する研究は,ボ スや神話的由来に関するものが主題 となってき

た。 この章では,N村 マネアバにおける座席イナキ(inaki)の 現状について記述す

る。ここでの目的は,従 来のマネアバ研究では回避されてきた,現 在のイナキの状況

を論ずることにある。N村 のようにイナキや神話的知識が 「失われた」現況を積極

的にとりあげた研究はまった くないことを強調 してお く。なお,タ ビテウエアではマ

ネアバの座席をボスとはよぽず,イ ナキとい う(注8参 照)。 以下,N村 に関しては

イナキ,他 島に言及する場合はボスの用語を用いる。

3-1.職 能 を もつイ ナキ

N村 マ ネアノミにおけ るイ ナキには,特 別 な職能 を有 す るものが5つ あ る。 ここで

はそれ らイナキの職能について記述す る。なお,イ ナキ名は最初の戸別訪問時のイ ン

タ ビューで得た ものを記 し,角 括弧 内に後か ら得 たものを記す(後 述)。

1)エ タ ニモ ーネ(Etanimone)[カ ロ ンゴア(Karongoa)]:第 一 のイナキ,モ

ア ・二 ・バ イ(〃10Qnibwai)と よ ば れ,村 マ ネ アバ の 饗 宴 ボ ー タ キ

(botaki)13)時 に は,最 初 に食料 を供 出す る。40歳 代 のタ カ レブお よび20歳

代の息子ボーバ イが座 る。

2)ブ リブ リ ・テ ・ララー(BuriburiteRara):第 二 のイナキ,ウ オ ウア ・二 ・

バイ(uouanibavai)。70歳 代 女性 「カラエ シウのイナキ」14)と よばれ ,そ の

孫 であ る20歳 代 の既婚 男性 ヨアキ ムが座 る ようにな った。 なお,ヨ アキムの
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父親(テ カエ ワウア)は,カ ラエ シウの夫 である祖 父(テ ア ウオキ)の イナ

キを継承 してい る。

3)テ ・ブレニウイ(TeBureniui)[テ ・ウィウィ(TeWiwi)]:第 三 のイナキ,

テ ヌーア ・二 ・バイ(tenuanibavai)。20歳 代 の既婚者テイテイが座 る。

4)テ ・ブエ(TeBue):マ ネ アバ で 「働 く者(tanfimwakuri)」 で あ り,ま た 「マ

ネアバ の足(wasntemwaneaba)」 と もいわれ る。 ボータキのときマネ アパ

内を取 り仕切 った り,マ ネアバの建設 や修理 に携わ る。50歳 代前半 のア ンテ

レア,そ の弟である40歳 代の リーノが座 る。

5)テ ・カタソラケ(TeKatanrake):上 に 同 じく 「働 く者 」のイナキであ る。成

員は タータ,カ ーモキ,ボ ーカイ,テ バ レレイ,ナ カエ ウェキアなど数多い。

調査時,1)か ら4)ま で のイナキには長老 がいなか った。通常,第 一のイナキが,

ボ ータキな どで最初の発言 をす るとい う話 を聞いた。 しか し実際のボータキでは,長

老 のアソ トニナやテプアウア,タ ータが話 し始 め,進 行を主導す る。 この理 由につい

て1)の タカ レブに尋ねた ところ,タ カ レブは まだ長老ではないので,役 目を長老に

委ね てい るとの ことだ った。2)と3)の イ ナキは,20歳 代 の青年男性 のみ しか前列

に座 る資格を有す る者がいない。3)の イナキには40歳 代のテ カイ ワがいるが,未 婚

のため正式なイナキの代表 とは見 なされていない。会話のなかでは 「テカイ ワのイナ

キ」とい う表現 も使われるが,実 際には既婚 のテイテイがマネアバ の集会に参加す る。

2)は 年輩女性 カラエ シウのイ ナキ とよばれ る。 カラエシ ウの息子 の うちN村 に住

んでいるのは テカエ ワウアひ と りである1S)。テ カエ ワウアは父のイナキ,カ ロソゴア ・

ラエ レケ(KarongoaRaereke)を 継 承 してい るた め,プ リプ リ ・テ ・ララーは継承

者 がおらず空席にな って しま う。そ こでテカエ ワウアの息子,ヨ アキ ムが継承す るこ

とにな った。 しか しヨアキムは あま り乗 り気 では なか った。「第 三 のイナキ」の仕事

が負担だか らとい う。それで も必要 なときには,ヨ アキムが第三のイナキの代表 とし

て義務を果たす。

過去 の民族誌に よれば,す べ てのボス(あ るいはイナキ)に は何 らかの職能が伴 っ

ていた(Grimblel989)。 役割 が分担 され た個 々のボス成 員が,各 自の義務を果た し

て協調す る ことに よ り,マ ネアバや共 同体 が運営 され ていた とい う。現在 のN村 の

イナキを見れば,わ ずか5つ のイナキのみが職能 を もち,後 述の ように他のイナキは

村 におけ る居住を示すだけに過 ぎない。全イ ナキが職能 を もたず とも,村 マネアバは

存続 し得 るのであ る。ただ し 「第二 のイナキ」の継承例か ら,職 能を もつイナキが空

席 になる ことは避け られ てい る。
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以下,こ れ らのイナキが職能を発揮す る機会の事例 を見てみ る。

村 マネアバ葺 き屋根の修理

1994年9月8日,マ ネア・ミ棟付近 の葺 き屋根修理が行われた。私 と妻がN村 に本

格的に住み始めて2日 目のことであ る。その時点では,私 た ちの家屋建設 は着手 され

てお らずr長 老,長 老 よ り若年 の既婚男性 ロロブアカ(rorobuaka;戦 士 の意),お よ

びその家族 らと村 マネアバで寝泊 ま りしていた。 当分 の期間,長 老や私 たちが寝泊 ま

りす るのに,雨 漏 りす るのは具合が悪いので修理す ることに した とい う。

昼 頃,テ ・カタンラケの ボーカイ とテ ・プエの アソテ レアが指図 し,テ ・カタ ソラ

ケの若者 たち(テ ルオ ンナ ン,ル ア シウ,カ ーモキの息子の アソ トニオ とサ レー)お

よび テルルが村 マネ アパ の屋根に登 って作業にあた った。 マ ラケイ(Marakei)島 出

身の テルルが入 っていたのは,す でに亡 くなっていた彼 の義理の父(妻 の母 の父)が

テ ・カタソラケであ り,テ ルル もテ ・カタンラケに座 るか らであ った。 ア ンテ レアの

説明に よれぽ,村 マネアバの修理 を担 当す るのはテ ・カタンラケお よびテ ・ブエの成

員のみであ り,彼 らだけが屋根に登 って も良い とい う。 この 日は,棟 付近 のパ ソダナ

ス葺 材 ラウ(rau)を 補 強 し,棟 と等 しい長 さに編 んだ ココヤ シ葉 の細長 いマ ッ トで

間隙を塞 ぐ作業が行われた。

作業後(13:30頃),村 マ ネアバで簡単な ボータキが あった。第一 のイナキの タカ

レブが小麦粉 に砂糖 とココヤ シ果肉を混ぜて固めた団子(〃nanamniburawa)お よび

紅茶,第 二 のイナキのテイテイが ス ワソプタ ロの団子(mana〃1nibwabwai)お よび

紅茶 を供 出 し,作 業にあた ったテ ・ブエとテ ・カタソラケの成員に振 る舞 った。 ちな

みに,そ の他のボータキ参加者は食事を持参 していた。

新 しい ココヤシ葉 マ ッ ト

1995年11月24日,村 マネアバで行われ るボータキに備 えて,床 に敷 くココヤ シ葉製

マ ッ ト(inal)が 新 調 され た。 その 日は朝か ら,各 世帯で作 った新 しい マ ッ トが運ぼ

れ,村 マネアバ のす ぐ傍 らに置かれた。 しか し,特 別 なイナキで作 った3枚 のマ ッ ト

をマネアバ に運 んできてそれ らを敷 くまでは,中 に運び込む ことはなか った。

(11:30)テ ・カタ ソラケの ナカエ ウェキアおよび テ・ミレレイが第一 のイナキである

タカレブの住居へ赴 き,食 事を振 る舞われた後,タ カレブの供出 した新 しいマ ッ トを

運んで きてマネアバ内に敷 く。

(12:00頃)テ ・ブエの リーノ,テ ・カタソラケのタータ,ナ カエ ウェキアお よびカー
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モキが,第 二 のイ ナキであるテイテイの ところへ行 く。

(13:00頃)テ イ テイの住居 で食事の後,供 出 された新 しいマ ットを 自転車で運 んで

来 る。

その後 夕方 になってか ら,タ ータ,ナ カエ ウェキアが テカエ ワウアのところへ行 く。

テカエ ワウアの同居 してい る息子,ヨ アキ ムが第三のイナキ継承者 とされ るため であ

る。特別なイナキで編 まれた3枚 のマ ッ トを敷いた後,マ ネアバの横に積 んであった

マ ッ トを中に運 び入れた。

ボー タキ時 の食料供 出,客 の贈与物受 け取 り

1994年8月5日,私 と妻の歓迎 ボータキが村 マネアバで行 われた。供出単位 である

各夫婦単位 ブキ ・二 ・バイ(buklnibavai)が 用 意 した食事の皿をテ ・カタ ンラケの

ボーカイが集めて回る。 まず,マ ネアバ北側 中央 に座 る第一 のイナキのボ ーバイ(タ

カレブの息子)か ら受け取 る。タカ レブは カウンシラ ・マネアバに泊 ま り込んでお り,

不在 だ った。次に南側 中央 に座 る第二 のイナキのテイテイ,さ らに残 りはテイテイの

横(西 側)か ら時計回 りに食事の皿 を受 け取 り,マ ネアバ中央に並べ てい く。受け取

る際には,供 出 した ブキ ・二 ・バイの男性 の名前 を呼 び上げ る。 なお この とき,ヨ ア

キ ムはカ トリック説教師を務めてお り,第 三 のイナキは空席だ った。

食後,私 が立 ちあが ってお礼を言い,ツ イス ト ・タバ コ1ブ ロ ックを渡す。それを

受け取 ったのもボーカイであ った。ボ ーカイはテ ・ブエのアンテ レアにタバ コを持 っ

てい く。ボータキが終わ るまでの間にア ンテ レアが タバ コをすべての人 々に分配 した。

なお,初 めて村を訪問 した8月3日,村 マネアバで タバ コを贈呈 した際には,テ ・カ

タンラケのテバ レレイが受け取 った。つ ま り,贈 与物 を受け取 るのはボーカイ個人の

役割ではない。

貝笛

村 マ ネアバ で会議(bowl)や 報 告会(kaongora),ま た は作業が あ るとき,貝 笛

(bu)を 吹 いて村人を集め る。この役割 を担 当す るのも,テ ・カタソラケおよびテ ・

ブエ成員男性のみ である。主に,テ ・カタ ンラケのカーモキ,カ ーモキの息子 のア ン

トニオ とサ レー(い ずれ も未婚),ナ カエ ウ ェキア,そ してテ ・ブエのアソテ レアが

貝笛を吹 く役 目にあたっていた。
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踊 り

ボータキにおけ る踊 り(mwale)の うち,ル オイア(ruoia)や カ メイ(kamei)と

よばれ るものは,一 部 の イナキに関係 した配列 を とる。男性 がベ ー(be)と い う踊

り用 の細編み マ ッ トを腰に巻 き,女 性の毛髪で作 ったベル トを締めた格好 で踊 る16)0

踊 る際,男 性はカタカナの コの形 に並ぶのであるが,そ の とき中央 には第一 のイ ナキ

の男性が立ち,左 右両脇 を第二,第 三のイナキの男性が立 つ。村 マネアバにおいて,

ボ ータキで もないのに興が乗 った ときには,座 席に敷いてある太編み のパ ンダナス ・

マ ッ ト(roba)を 男 性が腰 に巻 き,腰 布を毛髪 ベル ト代わ りに して この踊 りを踊 る。

その際,第 一のイナキのタカ レブが中央に立 って音頭を とるが,他 は イナキに無関係

の配列で踊 っていた。 しか し,1995年10月26日 に カウンシ ラ ・マネ アバにおいて,タ

ビテウエア ・サ ウス6村 の踊 り大会が行われた ときには,第 一か ら三番 目のイナキま

では,原 則通 りに並んで踊 っていた。 それ以外のイナキは,立 つ位置に関 して と くに

考慮 されていないよ うであ った。

N村 におけ るこの ような事例か ら,5つ のイナキに関 して一部の職能が機能 して

い ることがわか る。 しか し,単 に5つ のイ ナキが関わ るだけであ り,す べてのイナキ

が何 らかの義務 と権利 を有す るとい う,過 去の民族誌 の記述 とは異な った様相を呈 し

てい る。 現在 のN村 では,イ ナキの職能 はきわめて簡素化 した形態で保持 され てい

る。

3-2.イ ナ キに関す る知識 の混乱

これ まで特殊 な職能を伴 うイナキについてのみ記述 して きた。 これ以降,職 能を伴

わないN村 マネアバのイ ナキを記述 の対象に加え,現 在 のイナキの もつ意味を考察

してい く。

グ リソブル,モ ー ド,ラ トーシュはマネアバ のボスにつ いて,10か ら20あ ま りの座

席 の位 置 を 明確 に線 を引 い て 図示 してい る(Grimble1989;Maude1977【1963】;

1980【1961】;Latouche1984)。 この場合 には,座 席範 囲が柱や葺 き屋根の位置を 目安

に して,固 定 されてい ると考え られ る。私が ニクナウ島の2つ の村で調査 した ときに

も確iかに,ラ トーシ ュの民族誌 と同様 のボス名称 と区画図を得 ることができた。 しか

し,N村 ではまった く状 況が異 な っていた。

1994年8月 に初め てN村 を訪問 した とき,私 た ち夫婦を迎 え入れて くれた長老 た

ちにイ ナキがあるか どうか尋ね てみ た。そ の答 えは,バ レキア ータウ(Barekiatau)

とい う名の付 いたN村 のマネアバには,皆 が一致 して確かにイ ナキがあ ると言 って
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表1N村 マ ネ ア バ に おけ る イ ナキ 名

世帯番号 人名 イナキ名 現在の居住地名

1) タカ レブ Etanimone(Karongoa) MaeonteMwaneaba

2) テ イ オ ー キ ? MaeonteMwaneaba

3) ア ソテ レア TeBue MaeonteMwaneaba

4) タ ー タ TeKatanrake Auriaria

5) ナ カ エ ウ ェキ ア TeKatanrake MaeonteMwaneaba

6)
一

シエ フ ? MaeonteMwaneaba

7) ブイ ヨナ TeBakoa? Auriaria

8) カ ロ トゥ(テ リア ラ ワ) ? Auriaria

9) タ ピア ン ? Auriaria

loa) テ カ エ ワ ウア KrongoaRaereke Auriaria

lOb) ヨア キ ム BuriburiteRara Auriaria

11) ボー カ イ TeKatanrake Tenkieura

12) タ ワ ソガ Birima Auriaria

13) ネ ア ウア ? TeMaunga

14) テガ ウ ン ? TeMaunga

15) リー ノ TeBue TeMaunga

16) カー モ キ TeKatanrake TeMaunga

17) カイ ウエ ア TeMauri TeNeiba

18) テバ レ レイ TeKatanrake TeNeiba

19) バ レイ ア キ* ? TeNeiba

20) タ ウア ニ コナ ? TabouteBa

21) ア ン トニオ Tawaea TabonteBa

22) テイ テ イ TeBureniui(TeWiwi) TahonteBa

23) キ マ エ レ TeBakoa? TahonteBa

24) テ プ ア ウア TeMauri TabonteBa

25) バ コア ? TeBananginang

26) テル オ ソナ ソ TeKatanrake TeBananginang

27) カマ ー タイ*(テ ル ル) (TeKatanrake) TeBono

28) トア リキ Tawaea? TeBono

29) テ ウ ト ゥ TeKatanrake TeBono

30) トソ ガ ウ ア ? (Tawaea?)

31) ル ア シ ウ TeKatanrake TahonteBa

1)イ ナキ名および地名の後ろに付けた?は,本 人は知らなかったが,第 三者が主張 した名

2)*印 は夫 と死別した寡婦を示す。世帯27)の テルルはマラケイ島出身男性。

カマータイの娘の夫で,世 帯唯一の既婚男性のため,妻 の亡父のイナキに座る。

3)世 帯番号8)で は,'95年 にカロトゥが教員宿舎に移 り,テ リアラワが住むことになった。

4)世 帯番号10b)の ヨアキムは,父 テカエ ワウアのイナキでなく祖母カラエシウのイナキ

に座るよう,要 請されていた。

5)世 帯番号31)は'95年 に新居を建てて,世 帯番号13)か ら出ていった。

6)世 帯番号7)10a)23)28)の 世帯主は,・戸別訪問時にイナキ名はわからず,後 に判明した。
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表2イ ナキと世帯の対応状況

イナキ名 対応する世帯番号 世帯の数

Etanimone(Karongoa) i) �

BuriburiteRara 22) 1

TeBureniui(TeWiwi) iob> 1

TeBue 3),15) 2

TeKatanrake 4),5),11),16),18),26),27),29),31) 9

KarongoaRaereke loa) i

TeMauri 17),24) z

TeBakoa 6),7),23) 3

Tawaea 2i),Zs) 2

Birimo 12) 1

BaretoNgaina N村 には不在 a

TeMaikuike N村V'`は 不在 a

? 9),13) 2

? 8) 1

? 20),2s) 2

? 2),14),30) 3

計 31

1)世 帯27)は マ レケイ出身の男性が妻の亡父のイナキに座 っている。

2)世 帯19)は 寡婦と未婚女性のみであり,表 には入れていない。

3)世 帯番号は表1に 準ずる

いた。ただ し,幾 つ あるのか との質問には,誰 も明確に答えず,た だ 「た くさんある」

(Abati　 te　inaki　iai)と の 回答 しか得 られなか った。村 マネアパで行われ るボータキ

の際には,人 々は毎回 同 じ位置に座 るため,人 々が 自分 の座席位置を認識 しているこ

とは明 らかだ った。

　村の最長老 のひ と りであ るキマエ レによれぽ,タ ビテ ウエア ・サ ウスのマネアバに

は2つ の型 がある とのことだ った。 タボイアキ型 とタビア ソ型であ る。 この2つ はイ

ナキの配置 が異 な り,第 一のイナキの位置が,タ ボイアキ型は北側座席列 中央,タ ビ

アン型は南側 中央 にあるとい う説 明を私は受けた。建築 の規格の違いに よ り,マ ネ ア

バ は 細 か く分 類 さ れ る と い うが(Maude　 1980[1961】:10-12;Hockings　 l989:

203-207),村 の長老た ちはその知識 をまった くもっていなか った。

　 N村 のマネアバが タボイ アキ型 であるこ とについては,キ マエ レを含 む長老 の誰
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もの意見が一致 した。 ところが グ リンプルの民族誌 には,タ ビア ソ型については記述

があ るものの,タ ボイアキ型 には触れ られ ていない。1930年 代 にマネアバ大工 であっ

たモ ー ドの 「保守的な」イ ソフォーマ ソ トは,こ の2つ の型について(侮 蔑的に)「 新

しい もの」であるか ら知識 をもっていないと語 った とい う。大工 が伝統的なマネアバ

と認め るのは,タ ボ ソテ ピケ型 とマ ウソガタブ型 のみだ った とモー ドは記 して いる

(Maude　 1980{1961]:47)o

　 イ ナキについての詳細 を知 るために,村 にあ る31の 世帯を戸別 訪問 した とき17),そ

れ ぞれの世 帯主 にマネアパのイナキ名を尋ね てみ た。 当初,17人 が7つ のイナキ名を

回答 し,残 り14人 の世帯主が自分のイナキ名 を知 らなか った。その結果に,後 か ら判

明したイナキ名を加>xて まとめたのが表1お よび表2で あ る。前述 のよ うに,カ ラエ

シウが 自分のイナキは ブ リブリ ・テ ・ララー とい う名 であ り,孫(息 子の息子)の ヨ

アキ ムがそ こに座 ることになった と語 った。 さらに,長 老の アソ トニオはN村 不在

者のイナキ として,バ レ ・テ ・ガイナ(Bare　 Te　Ngaina),テ ・マイ クイ ケ(Te　 Mai-

kuike)が あ るこ とを しぼ らく考 えた末に思い出 した(表2)。 そ の後 もイナキについ

て村人に重 ねて質問 し,結 果的に村不在者 のイナキ2つ を含 めて12の イ ナキ名を収集

した。なお,自 分のイナキ名を知 らないのは,若 年者 に限った ことではない。テイオー

キやキマエ レといった長老 男性やバ レイアキの ような年輩女性 も自分のイナキ名を知

らなか った。 またイナキ名が判明 した23人 の うち,9人 まで もが同一のイ ナキ,テ ・

カタソラケであることも注 目に値す る。

　村 マネ アバにおけ る各世帯主 の座席位置 を示 したのが図1で あ る。 これ らの図表か

ら,現 在村に住 む人 々が14の イナキ(名 称不 明分 を含む)に 分かれ て座 ることがわか

る。 しか し,イ ナキに関す る人 々の話を聞 くとしぼ しぼ混乱が見 られた。以下に具体

例を示す。

　 イナキ名 と旧カー インガ地名の混同

　 1)キ マエ レとイナキの話 を していた とき,彼 は私 の収集 したイナキ名が,実 は全

てイ ナキ名ではな く,旧 カーイ ソガの地名だ と主張 した18もつ ま りキマエ レは,旧 カー

イ ソガの地名 とそれ に結合 す るイナキ名を混 同 して人 々が用 いてい るとい うのだ っ

た19)0ち なみ にグ リソブルやモ ー ドの座席配置 図に現れ るボス名称 を参照す る と,N

村 の人 々のい うイ ナキ名に共通す るのは,テ ・マ ウ リ(Te　 Mauri)と テ ・カタ ンラ

ケお よび ビ リモー(Birimo)し か なか った(Grimble　 1989)。 また,エ タ ニモーネ,

テ ・ブエ,タ ーワエア(Tawaea)20)な どの地名がN村 内にあ るのは事実であ る。
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図1　 N村 マネアバにおけるイナキの配置

　　 *図中番号は表1に 準ずる

　 2)未 婚の中年 男性 テカイ ワは,彼 のキ ョウダイであるテイテイのイナキ名 はテ ・

ウィウィであ り,旧 カーイ ンガ名が テイテイの主張す るイナキ名 テ ・ブ レニウイなの

だ と主張 した。 これは先 のキマエ レの主張,つ ま り旧 カーイ ンガ名 とイナキ名 の混 同

と重 なるものである。 さらに テカイ ワは彼 の父お よびキマエ レのイナキ名 はテ ・パ コ

ア(Te　 Bakoa)で あ り,旧 カーイソガ名はテ ・ネイパ(Te　 Neiba)だ とい っていた。

このイナキ名を長老 のキマエ レは知 らなか った。テ ・ネイパは,集 落内の地名 として

存在す る。

土地保有とイナキの関連性

旧カーイソガ地名とイナキ名が混同されていることから,旧 カーインガの土地保有
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　　　　　　　　　　 表3　 イナキに関わる旧カーイソガの土地保有状況

世帯番号 イナキ名 推定旧カーイソガの地名
1ﾘカ ーイソガ
土地保有

i) Etanimone(Karongoa) Etanimone X

3) Te　 Bue Te　 Bue 0

4) Te　 Katanrake Te　 Katanrake ?

5) Te　 Katanrake Te　 Katanrake 0
F

7) Te　 Bakoa Te　 Neiba X

11) Te　 Katanrake Te　 Katanrake X

12) Birimo Birimo △

is> Te　 Bue Te　 Bue 0

16) Te　 Katanrake Te　 Katanrake X

is) Te　 Katanrake Te　 Katanrake 0

21) Tawaea Tawaea x

22) Te　 Bureniui(Te　 Wiwi) Te　 Bureniui 0

23) Te　 Bakoa Te　 Neiba 0

26) Te　 Katanrake Te　 Katanrake x

28) Tawaea Tawaea x

29) Te　 Katanrake Te　 Katanrake ?

31) Te　 Katanrake Te　 Katanrake X

1)○:土 地保有または土地相続権の保有,×:土 地および相続権を保有せず

　 △:世 帯主本人が知らない,?:不 明
2)Tawaeaと は,　N村 南部全体を指示することが多いが,こ こでは一筆の土地名に限定して

　 いる。

3)世 帯番号は表1に 準Lる

とイナキに結合があることを予測 して,何 人かに質問 してみた。調査対象者は,そ の

人物が イナキ名 として答 えた名称が村 内の地名 と一致す る者,お よび上記のテ ・バ コ

アに座席 を もつ者 の計17人 である(表3)。 ア ソテ レア と リーノ兄弟がテブェに,テ

バ レレイ とナカエウェキ ア兄弟がテ ・カタソラケに土地を保有 した りその相続 を主張

していた。しか し,タ カ レブ,ボ ーカイ,カ ーモキ らはイナキ名 と一致す る土地 を もっ

ていなか った。つ ま り現在,イ ナキの権利を保持す るためには,'イ ナキと結合 してい

た とい う旧 カーイソガの土地保有は,必 要条件ではないことが明 らかにな った。
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　イナキ名の混乱

　 1)村 の最年長男性 テア ウオキは,す でに公の社会活動か ら引退(rnutirawa)し

て お り,稀 に しか マネアバ に姿を見せない。そ のテアウオキによれば,彼 のイ ナキは

カロンゴア ・ラエ レケとい う名であ り,旧 カーイ ソガ名 はわか らない とのことだ った。

また,テ アウオキは40歳 代男性の タカレプのイナキ名は,彼 の主張す るエタニモーネ

ではな くカ ロンゴアである と主張 した21)0な お,タ カ レブは私が村 を離れ る直前 には,

自分 のイナキを カロソゴアであると主張す る ようにな っていた。

　 2)タ ビアンは当初 イナキ名を知 らなかったが,あ る日突然 テ ・マ ウ リだ と主張 し

た。

　 3)ネ ア ウアは私が尋ねた際,傍 らにいた母親 に聞いて 自分のイ ナキ名 を母方のイ

ナキであるテ ・カタンラケ と答えていた。 ただ し,実 際にはテ ・カタンラケで な く父

親か ら継承 したイ ナキ(名 称不明)に 座 っていた。彼はある 日突然,自 分 のイナキを

ビリビ リ・テ ・ララー(Biribiri　 te　Rara)で あ ると私 に主張 した22)0

　 2)の タ ビアンと3)の ネアウアの主張を長老 を含む何人か の村人に,確 認 のため

に聞いてみ たのだが,誰 もが明確に否定 した。

　複数のイナキの使用

　あるとき長老のアン トニオは,い つもと異なった場所に座 っていた。多人数の来客

があれぽ,客 に押しやられて通常の座席と別の場所に座ることもあるが,そ のときに

は村人のみ しかいなかった。アン トニオに理由を尋ねると,「ここも私のイナキなの

だ」と笑いながら語った。アントニナは一時的にそこに座っていただけで,後 日,再

び前の場所に座った。このように,ひ とりの人物が複数の座席を使用することが可能

である。これは,明 らかに過去の民族誌の記述とは異なる事実であった。

　イナキの範囲

　N村 のイナキは物理的に範囲が固定 した座席ではない。テカタンラケの成員は村

在住の既婚男性30余 名の うち1/3近 くを占めている。ボータキ時にはすべての既婚男

性が前列に座ることから,テ ・カタソラケだけで大きく場所をとることになる。一方,

ひ とりだけあるいは空席のイナキもあることから,個hの イナキの座席範囲は人数に

よって大きく変わ り得る。つまり,イ ナキは物理的に明確な境界線の引かれた座席と

いうよりは,相 互に位置関係が定まっている配置であ り,個 々のイナキがマネアバ内

で具体的に占める空間は状況によって柔軟に拡大した り縮小し得る。多人数いるテ ・
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カタンラケか ら,他 の潜在 的権利を有す るイナキへの移動 は,現 状では起 こっていな

い し,そ の必要 もないのである。

　 以上 の ように,ニ クナ ウ島で私が得た資料や モー ド,グ リソブル らの記述 とは異 な

り,N村 マネ アバ のイナキの明確な名称,関 係す る旧カーイ ソガな どについて,村

人 の誰 もが納得す るよ うな一致 した意見は なか った。 また神話やイ ナキの由来 につ い

ての話 もまった く聞 くことが なか った。 ニ クナウ島やベルー島の よ うな一部 の例外 を

除いて,お そ らくタビテ ウエアのみな らず,た いていの島では 同 じ状況 である と推測

され る23)0

3-3.現 在 の イナ キの意味

　私が聞いたイナキに関する情報は人により,ま た同人物であってもときによ り,相

互に整合性を欠いていた。このような情報をまとめると,以 下のようになる。

　 1)自 己のイナキ名を知らない人が多いこと,イ ナキ名と旧カーインガ名の混同が

見られることから,村人たちはイナキの名称を重要とは見なしていないことが窺>xる 。

イナキと旧カーイソガの結びつき,神 話的祖先に関する知識は継承されず,個h人 に

よって異なる断片的な知識を個別に保持 している。それらの知識をマネアバの集会で

相互に出し合い,コ ンセンサスに到達するまで議論 し,公 的な権威をその知識に付与

することもない。

　 2)村 人が認めるイナキの総数は,名 称不明お よび不在者分を含めて16あ る(表

2)。 今後,認 識されるイナキの数は減少 していく可能性がある。タビテウエア ・ノー

スやタラワ移住者はもとより,政 府が移民を奨励するライソ諸島への移住者は,帰 っ

てくるか否か確かではない。不在者のイナキが忘却されるのは不可避である。

　 3)テ ・カタソラケに多 くの人が座 り得ることは,物 理的にイナキの座席範囲が固

定化 していない,つ ま り座席の間の境界線が明確に引かれていないことを示す。この

事実も,過 去の民族誌 とは一致 しない。仮に過去の民族誌のように,境 界線が固定化

されているならば,テ ・カタソラケの座席は満員にな り,母 方のイナキに座る者が出

てくるはずである。

　 4)イ ナキの座席位置は,主 として父親から継承す る。私の尋ね方によっては,漠

然 と先祖(bakatibu}か ら伝わっているという。 しか し,具 体的な系譜を辿って先祖

からの継承を詳細に説明することができる者はいない。

　 5)1人 の人物が柔軟に2つ のイナキを行き来する例が見られた。周囲の人々もそ

の行為に対 してとくに気に留めなかった。つまり潜在的な権利を放棄せずに,複 数の
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イナキ座席を使用することが可能である。

　 6)テ ・カタンラケを含めた複数の成員を有するイナキでは,イ ナキの長が定まっ

ていない。さらにいえぽ,過 去の民族誌にある,「ボス(イ ナキ)の 長」とい う認識

がないのである。民族誌によれば,ボ スの長のみがマネアバで発言できたとい う。と

ころが現在,実 際に発言するか否かは別にしても,マ ネアバ内の集会で既婚男性の誰

もが発言可能である。

　 7)日 常生活のみならずマネアバでの集会においても,イ ナキ成員はひとつのまと

まった社会集団を形成していない。既婚男性はイナキとい うよりも,世 帯や夫婦の代

表として参加する。つまり,村 マネアバに入 って座る権利としてのみ,イ ナキが認識

されている。

　以上指摘した通 り,現 在のN村 マネアバのイナキが,民 族誌に出て くるボス(イ ナ

キ)の モデルと異なることは明らかである。以下,現 在のイナキのもつ意味を考察す

る。

　たいていの村人はN村 で生まれ,幼 少時から村に住んでいるので,と くにイナキ

を意識する必要はない。子供の頃から躊躇なく村マネアバに入って遊び,や がて親か

らイナキを継承することができる。男性であれぽ,思 春期 までは父親の後ろに,結 婚

後は父親の座席の隣に座れば よい。女性であれぽ結婚前は父親の後ろ,村 内の男性 と

結婚 した場合は夫の後ろに座る。また,村 外もしくは島外からの婚入女性 も同様に夫

の後ろに座る。N村 に親族をもつ近隣の村人は,親 族のイナキに座ることができる。

通常はこのように,イ ナキや旧カーイソガの名や系譜を知 らなくても,マ ネアバを利

用する上で混乱することはない。

　イナキをもたない男性が村に居住している例もある。テルルはマラケイ島出身の男

性で,N村 の妻の家に居住 している。当然彼はイナキを もたないが,村 マネアバの

ボータキなどの機会には,世帯で唯一の既婚男性であるため前列に座 らねぽならない。

テルルの座る場所は妻の亡父の位置であった。男女を問わず,一 時的滞在であっても,

婚入者がマネアバに入って座る権利は保証されている。もし,イ ナキをもたず,村 に

配偶者 もいないまったくのよそ者が来たならば,来 客(iru　wa)と してマネアバのラ

グーン側の席卸 に座らされる。

　 さて,イ ナキの座席権に関する興味深い事例がある。N村 には近年になって,新

たにタビテウエア ・ノースからやってきた世帯が2つ あった。その世帯員はN村 に

血縁者がいた。その既婚男性であるブイヨナとトア リキは,マ ネアパでは血縁関係を

辿れる長老の傍らに座っていた。私が彼らにイナキ名を尋ねたところ,2人 とも知 ら
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なかった。代わ りに,自 分のイナキは血縁関係のある長老(そ れぞれキマエレ,ア ソ

トニオ)と 同じイナキであると,2人 とも答えた。現在彼らが座るイナキが,過 去の

民族誌に描かれた規則通 りの父系的継承を経ている保証はまった くない。 このように

考えると単に村に居住することが,イナキをもつ必要十分条件 となっているのである。

村の居住は,あ る人が少な くとも1人 の村出身者に父系 ・母系いずれかの系譜を辿る

ことが可能であ り,土 地保有や相続を主張し得 ることによって認められる。そ してま

た,そ の妻(上 述のマラケイ島出身男性のように,例 外的には夫)も 村に居住できる

のである。

　民族誌に登場する旧カーイソガに結合したボス(イ ナキ)は,マ ネアバの座席であ

るとともに共住親族集団を表 していたとい う25)0ところが現在では,個hの イナキは

社会集団を形成していない。確かに父子やキ ョウダイなど近い血縁者が同一のイナキ

に座る傾向がある。 しか しイナキには,そ れをとりまとめるイナキ長 もおらず,成 員

の居住地も世帯 ごとに別hで あ り,村 内の狭い区域に隣接して居住しているわけでは

ない。日常生活において,イ ナキは同じだが居住世帯の異なる者 どうしが,協 同作業

を行 うとは限らない。む しろ,イ ナキや血縁に関わ らず,近 隣に住む者 どうしや個人

的に親 しい者どうしが協同作業を行 う。前述のようにせいぜい,職 能をもつイナキの

成員が個人や世帯単位でマネアバに関わる協同作業を時折行 うに過ぎない。人々はイ

ナキの代表としてマネアバに集まるのではなく,村 の世帯または夫婦の代表として集

会に参加するのである。その意味でイナキの権利 とは,過 去の民族誌に描かれるよう

な親族集団に関わるものではなく,個 人的な村の居住 と結びついている。ラソズガー

ドは現在のボスについて以下のように書いている。

ボスの成員権(membership)に は,複 雑に絡み合った系譜によって準神話的な開祖 との出

自的絆を証明する,煩 わ しい論議はもはや必要ない。ボス成員との親族関係を示せば,そ

れで充分である。(中 略)村 マネアバの特定のボス区画に参加する一般原理は,成 員権の所

属(membership　 affiliation)に基づいている。(中 略)所 属の原理は 「浅い」血縁関係もし

くは直接的な婚姻関係の認定に基づいている(Lundsgaarde　 l　978:72-73)。

　 この記述 はほぼN村 のイナキに もあては まる。 しか し彼 は ノノース(Nonouti)

環 礁 を事 例 とした別論文 で,「(ボ スの集団は)そ の代表を通 じて,公 的 な福利 や共同

体 の意 志 決定 プ ロセス にお いて,ひ とつ の政 治的 な単 位 と して活 動す る(Lun-

dsgaarde　 l　970:254)」 と述べ ている。少 な くともN村 で私が観察 した限 り,イ ナキ
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成員をひ とつの政治的単位として見なす ことはできない。N村 では,異 なった世帯

に属する同一イナキの成員が相互につながっておらず,イ ナキは政治的単位とはなっ

ていない。単に世帯の既婚男性が,マ ネアバの集会に参加する権利を保証するのみで

ある。この差異は,タ ビテウエア ・サウスとノノースとい う島の違いによるものかも

知れない。そ うであるならぽ,タ ビテウエアでは各世帯の独立性がきわめて強いこと

を示すことになろう。もし仮に,ラ ンズガー ドがノノースに限定せずに記述している

ならば26),ボ スやイナキを独立 した社会集団として,過 度に実体化するとい う誤謬を

犯 していることになる。N村 のイナキは,現 代の小家族世帯ごとの居住形態に対応

したマネアバの座席であ り,同 じイナキに座る者たちは緊密な親族集団を形成してい

ない。そ してイナキの権利は単に,村 の居住と結びついているのである。

　世紀の変わ り目頃,人 々は植民地行政によってラグーン沿いの道路脇に移住させら

れた歴史的経緯がある(風 間1999a)。 そのため,現 在の居住地は旧カーインガとは

まった く一致 していない。このような変化に伴い,旧 カーインガは,神 話的な先祖か

らの系譜やイナキとの結合を失い,単 なる土地になった。つま り,特定の土地(旧 カー

イソガ)と イナキとのつなが りがなくなったのである。結果として,先 住の村人との

血縁関係が認定 されて村の居住が認められれぽ,村 マネアパに入ることができ,イ ナ

キを保持できるのである。

3-4.行 政 末端 と しての村 マ ネアバ

　以上みてきたようにN村 マネアバのイナキは,モ ー ドやグリンブルの再構成 した

民族誌 とは著 しく異なった様相を呈 している。N村 では,村 マネアバにおける一部

のイナキのみに職能が伴っていた。村マネアバにおけるイナキの職能は,現 代の村落

のなかで 「より古い」 ものと人々にみなされている。すなわち.過 去から引き継いだ

要素と歴史的に受け入れてきた要素が入 り混 じり,再 編成されて現在の村マネアバの

システムが成立 している。これより以下,歴 史的に受け入れてきた要素である,村 マ

ネアバに伴 う行政的な機能について論 じる。

　村マネアバは行政府の末端 として村人を統合 し,中 央政府からの情報を伝達する機

能を有 している。おそらくその機能をもつがゆえに,歴 史的に植民地時代を経て村マ

ネア・ミが存続し得たのであろう。植民地行政府は文化政策 としてマネアバを保護 しよ

うとしたのではなく,間 接統治をする上で保護政策以上の実質的な便宜のために,既

存のマネアバ ・システムを利用 したと私は考>xる 。

　N村 では,基 本的に村マネアバと教会マネアパの2つ を使い分けている。村マネ

70



風間　 タビテウエア・サウスにおけるマネアバ(集会所)の多様化

アバは宗派を越えた公共の目的に使われ る。村代表のカウソシラ選挙,大 統領選挙,

首都からの政治家の訪問,村 への来客歓送迎,日 常的な行政府オフィスからの情報伝

達は,主 に村マネアバで行っていた。また,首 都か ら来た医師や歯科医師の巡回,島

在駐の看護婦による乳幼児健診などを行 うのも村マネアバであった。

　ただ し,N村 はカトリック信徒のみなので,村 マネアバはしぽ しば教会のマネア

バに代替する機能を果たす。例えば,日 曜日の ミサ後の共食において,従 来ならばカ

トリック教会マネアバを使用するはずが,屋 根が穴だ らけで雨漏 りがした り,ブ タに

荒らされてココヤシ葉マ ットを敷いた地面が凸凹になったなどの理由で,村 マネアバ

を代わ りに使用することがあった。 しかしキ リバスでは,カ トリックとプロテスタン

ト信徒がひとつの村に共住する方が普通である。その場合,村 と教会のマネアバは厳

しく使い分け られる。宗教に関わらない村マネアバが,行 政府からの連絡事項を伝達

する唯一の場 となる。その例を私はニクナウ島で観察 した。私の滞在 したニクナウ島

のM村 はプロテスタント信徒が多数を占めていた。両宗派信徒は対立していたが,

行政府か らの情報伝達(kaongora)の ときだけは宗派を問わず,関 係者が村マネア

バに集まるのだった。日常的には両宗派信徒 ともにそれぞれの教会マネアバを使用し

てお り,村 マネアバには人気がなかった。

　村マネアバが行政単位の村 と連結 していることを明確に示す例がある。タビテウエ

ア ・サウスのK村 は1950年 代半ばにN村 から分離iし,独 立した行政単位の村 となっ

たとい う。そのとき,同 時に村マネアパが新たに建築されたのである27)0つま り,村

マネアバ とはいっても,K村 マネアバの歴史はきわめて新しいことになる。新たな

独立 した行政単位 となることが,マ ネアバを必要たらしめたのである。

　中央政府の立場か らすれぽ,自 らの情報(rongorongo)を 伝達する受け口を必要

としていたと考えられる。つま り,後 述するカウンシラ ・マネアバの出張所として,

村マネアバは政府から変形,利 用されている。一方,村 人の側からみると政府からの

情報を受け取 り,そ れを吟味する場として村マネアバを利用し,内 外の状況に対応 し

ていると考えることが可能である。村の外部 と村の接点に村マネアバは位置している。

タラワから村へ役人が来ると,ま ず村マネアパへ通される。先導するのは村の長老と

カウンシラであ り,役 人はマネアバのラグーソ側に座る。まず,食 事が出され情報を

伝える。そして村側からの出席者が質問をし,話 し合いが続 く。村のカウソシラも,

カウンシラ ・マネアパで話し合った内容を村マネアバで人々に伝>xる。国会議員が帰

島したときにも,議 会の状況を村マネアバで報告する。村人たちは長老を中心に話 し

合い,村 としての意見をまとめる。
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　現在の村は,カ ーインガが複合 した旧来の共同体が歴史的に再編されて形成された。

つまり村は,政 府に連なる行政単位であって,必 ずしも自然発生的共同体 とい う歴史

的連続性を必要 としない。このうち村側の組織的行動は,主 に村マネアバにおける長

老を中心とする合議によって,検 討 され決定されるのである。

4.「 新 しい」 マ ネ アバ

4-1.　 カ ウ ソ シ ラ ・ ーマ ネ ア バ(mwaneaba　 n　te　kauntira)

　 タ ビテ ウエア環礁は,ひ とつの島が2つ の行政府 に分割 されてい るキ リバス離島部

で唯一 の島であ る。 しか し,か つて島はひ とつ の行政地 区であ った とい う28)0島 行 政

府の中心は島北部(現 タ ビテウエア ・ノース)に あ り,南 部(現 タビテ ウエア ・サ ウ

ス)は 行政府 か ら遠 隔の地 にあ った29)0現 在,タ ビテ ウエア ・サ ウスの中心地はB

村 端 にあるテオボキアであ る(第1章)。 そ こには行政府の事務所な ど,公 共建築物

に加えて,カ ウンシラ ・マネアバ といわれ る巨大 なマネアバが道 路沿 いに建 っている。

正確 な年は不 明だが,人hの 話に よれば,島 が2つ の行政府 に分割 される より以前に

カ ウソシラ ・マネアバは建て られていた。

　南北行政府 の分離以後,テ オボキ アはひ とつの行政地 区の中心 として独立 した位置

を与>xら れた。 それに伴 い,カ ウソシラ ・マネアバの重要性が増 した と考 えられ る。

N村 のア ン トニオやキ マエ レに よれ ぽ,昔 は ボータキや合議 のためにカ ヌーで島北

部(現 タビテ ウエア ・ノース)へ 出かけていった とい う。1979年 の 独立後 もしば らく

の間,独 立記念式 典は ノースのみ で行われていた とい う。N村 の女性 ター ラワ(20

歳 代)は 幼少 の頃,独 立記念 日にはサ ウスか らカヌーを使 って出かけていった とい う。

彼女はその状 況を大変だ った と語 った。現在 では,タ ビテ ウエア ・サ ウス6村 に関わ

る会議や ボータキは,す べて カウンシラ ・マネアバを使 っている。

　 カウンシラ(kauntira)と は英語 のcouncilorの キ リ・ミス語 であ り,村 ごとに選挙

で1名 ずつ選 出 した各村代表であ る。さらに,6人 の中か らカウンシラ長が選ばれ る。

カウンシラ ・マネアバ とは,し たが って,字 義通 りには この村代表 のマネアバを意味

す る。 しか し,実 際に カウソシラ ・マネアバ で行われ るボータキや合議では,各 村の

長老 や狭義 の ロロブアカ30)が 参 加 し,強 い発言権 を もつ。 カ ウソシラたちは時 折,

長 老 の後方で発言す るのみで ある。 カウンシラは大抵40歳 代 の男性であ り,年 齢が

上 の長老に圧倒 されてい る感があ る。彼 らは中央政府 と島,村 の橋渡 し役を務め,合
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間 に挟 まれているのであ る。村 ではテオボキアの情報 を長老 たちに説 明 し,説 得 した

り意見を聞 く役割を担 う。

　 カ ウソシラのみな らず,テ オボキアの公務 員や クラー ク(kiraka),さ らには国会

議員(tia　 tei)で さえ も,長 老 たちを説得 す るには困難 を伴 う。1994年8月 に私 と妻

が,予 備調査で初 めてタ ビテウエア ・サ ウスに上陸 した とき,ク ラークを務 めていた

べ ソ(ブ タ リタ リ出身者)が 小声 の英語 で,「 本 当は,長 老会議は公式の権限を まっ

た くもっていないのだ」 と愚痴を言 っていた ことが強 く印象に残 ってい る。 タラワの

中央政府か ら派遣 され てきた クラークは,島 では単な るよそ者 に過 ぎない。 カウソシ

ラ ・マネアバ の主役 は,テ ・ウエア ・二 ・カイ(Te　 Uea　ni　Kai)と い う名称を もつ6

村 の長老会議 である。

　 カウソシラ ・マネアバ にイナキはない。6村 の長老や カウソシ ラが集 まるとき,村

ごとに割 り当て られた座席に座 る。例えぽN村 住民は常 に東南隅付近 に座席 を割 り

当て られ ている。 このマネアバ には,長 老 や狭義 の ロロブアカのみが村に割 り当て ら

れた座席 の前列に座 る ことが できる。来 客や公務員 などは ラグー ソ側 の席を与え られ

る。

　 さて,カ ウンシラ ・マネアバ の使用 目的をあげる と以下の ようになる。

　 1)独 立記念 日関連 のボータキ

　 2)島 全体 で迎え る来客(着 任 して きた公務員,土 堤工事関係者,外 国人,政 治家

　　　 な ど)を 歓迎するボータキ

　 3)島 行政府な どか らの賃労働 の割 り当てに関す る合議

　 4)島 全体 に関わ る事柄(多 くは中央政府 か ら島にお りて きた政策 に関連す る)の

　　　合議,説 明会

　 1)と2)に つ いては別稿(風 間1999b)で 論 じたた め,こ こでは3)と4)に

つ いて具体例 をあげ る。

　各村への賃労働の分配

　 1992-'93年 頃,日 本からの援助で漁具を売 るための店舗がテオボキアに建設 され

た31)0日本人現場監督を歓迎するボータキを開いた後,仕 事の割 り当てについて話 し

合いがもたれた。 日本人監督は,定 まった期間内に建設を終えたかったため,24時 間

3交 代制で島の人 々を雇用 して作業することに した。カウソシラ・マネアバにおける

長時間の話し合いの結果,6村 の男性に均等(ボ ーラオイ[borao偰)に 仕事を配分す

ることに決定 した。すなわち,1日 目の最初にA村,次 にB村,最 後にC村 の男
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性が作業を担当する。2日 目はD村,E村,　 F村 が行 う。3日 目には一巡 して,再

びA村,B村JC村 とい う具合である。しかも1日 目と3日 目の労働者は異なる。

村の中でもローテーションで均等に労働が割 り振られたためである。監督は常に違 う

顔ぶれの労働者に,繰 り返 し仕事の要領を教えねぽならない。あまりにも効率が悪い

ので,同 じ労働者が再び仕事に来るよう要請 したとい う。

　 この話に限らず,学 校校舎などの建設,船 荷の積み降ろし,土 堤道路補修作業など,

同様にカウソシラ ・マネアバで話 し合いがもたれ,均 等になるよう調整が行われる。

私が調査を始めた1994年8月 からは,ラ グーンと外洋の間で海水が行き来できるよう

に,ア イレット間を結ぶ土堤道路に穴を開けるチャンネル造成工事が行われた。この

際も,北 端の村か ら南へ順に仕事を回し,す べての男性が作業に参加して報酬を受け

取れるように決められた。N村 のなかでは,居 住地によって3つ の作業 グループが

作られ,日 毎に交替で作業現場へ通 うように調整 された。もし村間に不均等(ボ ープ

アカ[bobuska])が あると話 し合いは紛糾し,誰 もが納得い くまで話 し合 うことにな

る。

　冷凍庫の誘致

　 キ リバスでは,日 本か らの援助 で幾つかの離島に冷凍庫が設置 され ている。 タビテ

ウエア ・ノースに もあ るとい う。1995年7月,カ ウンシラ ・マネアバの合議において,

議 題 と して冷凍庫 の問題が採 りあげ られた。 まず ノースに冷凍庫 があって,サ ウスに

ないのは ボープアカであ るとの発言が あった。そ して,ノ ース よ りも大 きな冷凍庫 を

設置 して もらうように,中 央政府 に要請(ブ ブシ[bubuti])し よ うとい うことになっ

た。仮に冷凍庫を設置 した として,そ れを皆 のために どの よ うに利用す るか,次 の話

題 となった。島の中北部には,島 の人 々が共 有す る大 きな人工 池が造成 されてお り,

そ こで ミル クフィッシュ(Chan　 os　chavos)を 養 殖 している。その養殖 を本格化 し,

捕 獲 した魚を冷凍保存 して売買す るとい う意見 が出 された。その売 り上げ代金を島行

政府 の資金 に しよ うとい う提案であ る。

　 ここで問題 になったのは,仮 に魚を冷凍保存 し販売 した ところで,人 々が正規 の値

段で買 うか どうかであ った。 ある公務員は先 の漁具店 の話を持 ち出 した。当初 は必ず

金を払 うことが条件だ ったのだが,結 局,掛 け売 り(タ ーラウ 【taarauJ)が 横 行 して

しまった。親族 のいない別 の島出身者を店員 にすれば,タ ーラウは防げ るのではない

か,と の意見 も出 された。 しか し公務 員は,島 の住民が 「これ は我h皆 の魚である」

とターラウを要請 した ら,別 の島出身者 であ っても,断 れ るものではない と反論 した。
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この話は結論が出ないまま,冷 凍庫のブブシだけが行われたようである。

　以上の例からも,中 央政府 と島住民の接点にカウンシラ ・マネアバが位置すること

がわかる。ここでは,ク ラークのい う 「公的な権限のない」長老会議が主導権を持っ

てお り,ボ ーラオイとい う強固な平等理念が支配 している。そのため,カ ウソシラ・

マネアバの合議を経て,賃 労働は各人均等に分配される。 また,冷 凍庫などの援助物

資に関 しては,政 府や援助側 よりもむしろ在地側の主導で話が進められてい く。つま

り,中 央政府を経 由した海外からの援助,政 府の政策などをときに遮断 し,あ るいは

在地理念を付加して島に受け入れ,島 内に取 り込む場としてカウソシラ ・マネアバは

ある。中央政府の権威 と機能(す なわちFFAB経 済のB)は,カ ウソシラ・マネア

バとそこを支配する長老の存在によらて,島 の社会内部にまで充分には浸透し得ない

のである。

4-2.学 校 マ ネ ア バ(mwaneaba　 n　te　reinei)

　村人が英国植民地政府の悪 口を言 う際,離 島部で学校教育を行わなかったことを指

摘することがある。タビテウエア ・サウスにおいて,政 府によって初等学校が作られ

たのは独立後約10年 を経てか らのことである(第1章)。

　タビテウエア ・サウスには初等学校が4校 ある。最も大 きな学校はN村 内のB村

との境界近 くにあ り,主 にN村 など3村 の子供たちが通っている。4つ の学校のう

ち,ひ とつの学校については確認できなかったが,少 な くとも3つ の学校にはマネア

バが付随 している。学校マネアバは,学 校ができたときに建設 されたものである。公

立の初等学校ができる以前は,教 会の学校を運営するための合議に教会マネアパが使

用されていた。

　学校マネアバにおいては,着 任 してきた教員の歓迎,離 任す る教員の送別のボータ

キを行 うほか,長 老やロロブアカから選ぼれる村の学校委員(komete　 n　te　reinei)と

教員による合議,年 度終了時(12月)の ボータキなどに使用 される。教員のみの集会

を除 くと,ボ ータキを開催する際に主催者 となるのは各村であ り,食 事の準備も村の

女性が行 う。その場合,教 員たちは客として扱われる。学校 マネアバは学校に付随し

ているが,運 営は教員によるのではな く,委 員を中心とした村住民によって主に行わ

れている。委員はカウンシラのように,学 校の話を村に持ち帰って人々に伝>xる 。必

要があれぽ村や学校マネアバで合議を開き,そ の決定に従って話が進められてい くの

である32)0　　　　　　　　　　　　　　　 、

　学校マネアバは学校に付随 してお り,教員中心のものであるはずだが,カ ウンシラ ・
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マネアバと同様に,『実質的な運営は住民の側に委ねられている。つま り,学 校に関 し

ても長老やロロブアカの発言が強い影響をもつ。学校にせよ島行政府にせよ,外 来の

制度と在地の制度の接点にマネアバが存在し,そ こでは在地の論理が卓越 しているの

である。

4-3.教 会 マ ネ アバ(〃awaneaba　 n　te　aro)

　 キ リバ スで は私 の知 る限 り,キ リバス ・プロテス タソ ト教会(KPC)お よび カ ト

リック教会のあ らゆ る礼拝所 にマネ アバが付随 してい る。通常,礼 拝所 のす く傍 らか,

道 路 を挟 んで マネ アバが建 て られている。 カ トリックとKPC信 徒 の共住村 では,そ

れ ぞれ の教会 にマネア・ミが付随 しているので,村 マネアバ を含めて少な くとも3つ の

マネ アバ が あ るこ とに な る。 人 口規模 の大 きな村 では,教 会 信徒 の下位 グル ー プ

(makoro)が 独 自にマネ アバを建て るこ ともある。 この場合,社 会 集団の分節化 に

伴 った新マネ アバ の建設 と解釈で きる。

　 N村 にはカ トリック信徒 のみ しか いないので,村 住民 と教会信徒 が完全 に重 な り

合 う。私が滞在 した時期には,説 教 師も村出身者であ った。教会関連 の問題は,村 の

長 老や狭義 の ロ ロブア カ,説 教 師が話 し合 う。若 い既 婚 男性 か ら任 命 され る委員

(ko〃Tete　n　te　aro)は,教 会 関係 の雑事を任 される。教会 マネアバは,日 曜 日の ミサ

後 の共食,来 村 した教会関係者の饗応,献 金集 めな どさまざまなボータキに利用 され

る。 カ トリック教会女性団体(Te　 Itoi　ni　Ngaina)の ビ ンゴ大会が開催 された り,首

都の カ トリック教会本部へ送 る手芸品製作 の作業を女性た ちが行 うこともある33)0ま

た,ク リス マス な どの ボ ー タキ で行わ れ る合 唱や 踊 りの対 抗戦 に備 え て,練 習

(rei)を 行 うの も教会 マネ アバ であ る。説教 師のテイオ ーキに よれ ば,彼 が幼少の

頃,教 会は踊 りを性的にいか がわ しい行為 につ なが るとして禁 じていた とい う。人 々

は ブッシ ュへ行 って こっそ りと踊 りを楽 しんだ との ことである。 しか し今は,人hが

平和 的に楽 しむため に踊 る ことを教会は禁止 しない。N村 にイタ リア留学か ら帰省

中の若 い神父がや ってきた ときも,教 会 マネアバで踊 りを して饗応 した。 今は踊 りに

対 して 「開いてい る(Euki)」 とい う。

　歴史的に見 るとタ ビテ ウエアでは19世 紀後半,ア メ リカか らプロテス タソ ト布教団

が上陸 した。19世 紀末に激 しい宗教戦争が起 こ り,ポ リネシア人の宣教 師が率い る環

礁北部の プロテスタ ン ト勢力が,南 部 のシオ・ミ信仰(Anti　 n　Tioba)の 信 徒を虐殺 し

た34)。そ して一時的に全島住民が プロテスタソ ト信徒 にな ったが,皮 肉に も結局 はカ

トリック信徒多数 の状況 に落 ち着いた とい う(Maude　 and　 Maude　 1981)。 キ リス ト
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教が定着 して後,今 世紀初頭には,フ ランス人神父が異教的な慣行や,村 マネアバへ

の信徒の出入 りを厳しく禁 じた。カトリック教徒がマネアバに入ったならぽ,破 門に

されたという。神父による禁止が,社 会 ・文化的に強いイソパ クトを与えたとゲッデ

スは主張する(Geddes　 1983:39-41)。

　歴史的な紆余曲折があったにもかかわ らず,現 在,ヨ ーロッパ人の持ち込んだキ リ

ス ト教とマネアバ ・システムは,複 雑に融合 しているかに見える。一見,教 会の態度

は寛大であるが,基 本的にはあくまで教義に反しない 「伝統」だけを容認している。

例えぽ通常,教 会は初潮儀礼を悪習と見なす。説教師の資格を持つテカエ ワウアは,

娘の初潮儀礼時に村全体でボータキを行 うことを避け,親 族だけで小規模に行ったと

い う。ここで指摘 したいのは,圧 倒的な影響力を持つ教会上部組織による巧妙な支配

構造である。例えぼ,プ ロテスタソトでは各村ごとに直接的に献金額を割 り当ててお

りTタ ラワの教会へ送金することを義務づけている。その集金のために人々は奔走 し,

村の教会主催で献金集めのボータキを開催する。またプロテスタント説教師は島外出

身者であるため,毎 日の食事の用意を村の信徒が持ち回 りで行わねばならない。カ ト

リックでもタラワの教会の要請により,踊 り用の腰巻きマッ トを作った り,教 会付属

の土産物店に並べる手芸品を無償で送 らねぽならない。さらに,ク リスマスなどキ リ

ス ト教関連のボータキが教会マネアバで行われ,神 父の来訪時には歓迎ボータキが行

われる。このような上部組織による支配構造は,次 の2点 に要約できる。

　 1)教 会マネアバ ・システムは,あ くまで教会が容認する限 りのものである。

　 2)教 会マネアバが信者の結束を促し,教 会のための協同労働や献金を行 うのに便

　　　利な状況を作 り出している。

　一方で,教 会マネアバ ・システムは上部の支配下にありながらも,村 や島 レベルに

おける人々の主体的な活動によって支sxられていることを見逃すわけにはいかない。

そこでは,あ らゆる社会活動 と同 じく,長 老を含む既婚男性が合議によって物事を決

定 し,協 同労働によって目的を達成する。教会上部組織と直接的には無縁なN村 カ

トリック信徒の主体的な活動 として,次 の第5章 ではカ トリック ・マネ アバ新築作業

をみてみる。

5.カ ト リ ッ ク ・マ ネ ア バ の新 築

　私がN村 に滞在 していた期間 中に,村 の カ トリック ・マネアバの新築作業が行わ

れた(風 間1999a)。 そ れ まで使用 していた マネアバ は,パ ソダナス葺 き,地 床式の

77



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 国立民族学博物館研究報告　　24巻1号

建築物であり,し ばしば雨漏 りした り床をブタに荒らされた りしていた。さらに他村

のカ トリック信徒が参加するボータキを開催するには狭すぎることもあ り,村 マネア

パで代用することもしぼ しばあった。そこで,よ り大 きなマネアバに建て替えること

になったのである。1995年 の新年が明けてから,カ トリック ・マネアバ新築の話が具

体化 した。幾つもの準備段階を経て,実 際に古いマネアバを取 り壊 し,建 設に着手し

たのは1995年11月 のことであった。私たちが去った1995年12月 時点では,マ ネアバの

骨組みがほぼできていたが,完 成には至らなかった。 ここでは,マ ネアバで行われる

合議と同意形成の様相,協 同作業の様相をみるために,マ ネアバ建設に至るまでの過

程を記述する。

　マネアバ新築までの過程は,4つ の段階に分けることが可能である。ほぼ時系列的

に進行 してはいるものの,前 後の段階と相互に時間的な重複があった。

　 1)石 柱の切 り出 しおよび運搬作業

　 2)村 の3グ ループによる資材調達

　 3)建 設資材購入用の資金調達

　 4)取 り壊 しおよび建設作業

　新築計画の当初は,マ ネアバの屋根を従来のパ ソダナス葺き屋根にするという話で

あった。そのため,村 の女性たちは供出用の屋根葺材の製作に勤 しんでいた。 ところ

が,遅 くとも2月 末には トタソ屋根にするという話にな り,葺 材の製作は行われなく

なった。この経緯については情報を得ていない。ただし,首 都タラワは当然のことな

がら,タ ビテウエア ・ノースをは じめとする多 くの離島部においてもトタソ屋根,コ

ンクリー ト床の教会マネアバが増加してお り,村 人がその影響を受けたことは確かで

ある。また,タ ビテウエア ・サウスにはこれまで トタソ屋根のマネア・ミが建てられた

ことはな く,こ れが初めてとのことであった。私がなぜパソダナス葺きのマネアバに

しないのか質問したところ,タ ータやアソトニオは,ト タソ屋根の方がいつまでも丈

夫であ り,葺 材を作る女性がつ らくない(Aaki　 kainnano　aine)か らよいのだとい

う。そのかわ り,従 来のマネアバ建設には必要でなかった トタンなどの購入資金を調

達するためにさまざまな活動が行われた。

5-1.石 柱 の切 り出 しお よび運 搬

　多 くのマネアバ は重 い屋根を支 えるため,パ ンダナス柱のみな らず,石 柱(boua　 n

atibu)を 用 いている。 まず石選 びか らマネ アバ建設準備が始 まった。
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　石柱切 り出 し作業

〈1995年1月24日 〉朝8:00頃,集 落を出発 し外洋側の浜へ向か った。最初の メソパー

は,ア ン トニオ,テ イオーキ,テ バ レレイ,カ ーモキ,タ カ レブ,テ カエ ワウア,私

の6人 だ ったが途中,テ カイ ワが加わ った。 また テバ レレイはいつの間にか姿を消 し

て しまった。 テイ オーキにその 日のメソバ ーを尋ね る と,長 老のみであるとの返事が

返 ってきた35)0外 洋 の浜 に到着す るとす ぐに岩盤 を見 て回る。 島の ラグーン側は砂浜

か らなるが,外 洋側は潅木 の生>xた 砂浜 のす ぐ外側を珊瑚 性の岩盤が覆 ってい る。岩

盤はその まま リー フフラ ッ ト(礁 原)に 連 なってい る。長老 たちは,岩 盤のひ びの入 っ

ていない適当な箇所を探 し,棒 を使 って大 きさを測 る。

　集落 に戻 り,ア ン トニオの住居で簡単 な共食 を行 う。テバ レレイの妻がお茶を運ん

で くる。 テバ レレイは,妻 にお茶の用意 をす る よう伝えに行 ったため,途 中で去 って

い った ようだ。長老のキマエ レがや って くる。 いつ石 の切 り出 しをす るか,何 を持 っ

て い くか話 し合 う。26日 早朝作業 を開始 し,朝 食 に板状パ ンダナス保存食 トゥアエ

(tuae)と コ コナ ツ果 肉を混ぜ て固めた団子 タンガナ(tangava),紅 茶 な どの入 った

ポ ッ トを持 ってい くこ とに決 まる。なお,作 業 の前夜は,全 村人 がマ トゥ ・ラオイ

(matu　 raoi)で なけれぽな らない とい う。 この語を直訳す れば,「 よく眠 る」であ る。

作業前夜は,食 後21時 に は床 に入 り,静 かに眠 らねば ならない。夜 中の食事,喫 煙,

カ ー ドな どの遊び,性 交 は禁 忌 とされ る。破 る者がい ると事故が起 きた り,け が人が

出るとい う36)0

〈1995年1月26日 〉(04:50)テ イ オ ーキが私 を起 こしに くる。 まだ夜明け前,周 囲

は真 っ暗 であ る。その後,道 すが ら次hと6人 の長老お よび ロロブアカを起 こして回

り,バ コアの住居へ向か う。バ コアの家は,主 要道路か ら外洋側 の石切場へ続 く別れ

道の分岐点 に最 も近いため,こ こが集合場所 にな った。バ コアの高床家屋でお茶を飲

み,タ バ コを吸い,長 老,狭 義 の ロロブアカが集 まるのを待つ。

(06:00)日 の 出前,空 の一部が赤 くな り始めた頃,浜 へ 向か う。キマエ レらに よる

とマ トゥ ・ラオイのほかに も,石 切の労働 には,幾 つかの禁忌が課せ られ るとい う。

1)集 落か ら浜へ出るまでの間,仮 に人 に会 った として も会話を交わ してはな らない。

2)個 々ば らぼ らに浜へ出てはな らない。皆一斉 に浜 に出る。3)魚 を食べ てはな ら

ない37}0ま た4)女 性 は浜に立 ち入 ってはな らない。 どれかが破 られ ると,石 柱が折

れた り,け が人が 出るとい う。

　浜に出る手前の潅木の茂み で一休み し,ち ょうど日の出に合わせて一斉 に浜へ 出た。

その前 に禁忌を知 らぬ私1人 が浜へ 出よ うとした ら,た しなめ られ てしまった。浜へ
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出る と,ま ず座 って神へ祈 りを捧げ,持 参 した タソガナ とお茶 で食事を摂 る。 この時

点で私を含め,長 老 お よび狭義の ロロブアカ と未婚のテ カイ ワの計13人 が集 まってい

た。 なぜ タソガ ナを食 べ るのか尋ね る と,タ ンガナは 労働 の食 事(amwarake　 ni

mwakuri)だ か らとい う答 えだ った。 また カイ ウエアは,金 を使わな くて済むか らと

言っていた。

(06:30)三 々五 々作 業を 開始す る者 が現 れ,遅 れ て集落か ら数 人の ロロブア カが

やってきた。作業は2m近 い長 さの鉄製掘削棒(koro　 bwa)お よび鉄斧(tapai)で

石 を砕 くとい う重労働 であ った。男性 たちは,3つ に分かれて作業 を行 った。

(08:30)石 柱 とな る3つ の石塊 が岩盤か ら切 り離 され る。何本かの鉄棒をて こに し

て割れた石を持ち上げ,完 全に岩盤 か ら切 り離す。疲れ た人 は休み,そ れ まで休んで

いた人 と交替 して労働は続いた。

(10:15)既 婚 未婚を問わず,若 者が一斉 に作業場へや って きた。若者 は14,5人 が か

りで切 り出 した石柱を,木 の棒 とロープを使 って陸 まで運ぶ。伝令役のボーカイが女

性 を集落 まで呼びに行 く。

(11:30)女 性 たちが米,ス ワソプタ ロ,パ ソなどの食事を持 って くる。男性たちは

陸に上が り,め いめい食事を摂 る。

(12:40)作 業 を再開す る。 午後 は主 に若者た ちが働いた。石切お よび石柱運搬作業

が続 く。女性たちは陸でお しゃべ りを楽 しんでい る。

(16:30)潮 が 徐 々に満 ち始めて きて,こ の 日の作業は終了 した。

　石柱 の大 きさは,長 さ約2-2.6m,幅0.6-1　 m,厚 さ0.15-0.3　 mで あった。翌 日も

同様 の作業が行われた。その後 も断続的 に石切作業 が行われた。当初16本 と私は聞か

され ていたのだが,結 局,12本 の石柱を切 り出 した。

　石柱運搬作業

〈1995年6月8日 〉　 外洋側の ブッシ ュには5本 の石柱が置かれた ままだ った。残 り

は私た ちが タラワに滞在 している間(3月 初旬か ら5月 中旬)に バ コアの住居近 くの

道沿い まで,す でに運搬 されていた。6月7日 夜 もまた,マ トゥ ・ラオイであ った。

(08:40)教 会 のベルが鳴った。男性を作業へ 向か うよ う促すため であ る。

(09:10)男 性 たちがぽつぽつ と徒歩や 自転車でバ コアの家へ向か ってい った。テカ

エ ワウアに よると,こ れは若者のみが行 う仕事だ とい う。外洋か らラグーソまでの道

の りを ロープで縛 った石柱 を棒 で担 ぎ上げ て運ぶ労働 であった。約1,000kgほ ど重

量 のある石柱 を人力で運搬す るのは容易 な作業ではない38)0
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(13:00)3個 の 石柱 を運搬 した後,バ コアの高床家屋 において,各 自が食料を持 ち

寄 るボータキがあった。

　 1週 間後の6月15日 に最後 の石柱を,若 者 のみ ならず長老 も含めて運搬 し,計12個

の石柱がバ コアの住居近 くに置かれた。 この 日もバ コア宅で同様 のボータキが行われ

た。

〈1995年9月27日 〉 集落南部 の・ミコアの住居近 くに置 いてあ った石柱 は,し ば らく放

置 されていた。3ヶ 月ほ ど経 ってか ら,集 落北部 にあるカ トリック教会 まで,カ ヌー

を使 って石柱 を運ぶ作業が主 に若者に よって行われた。9月11日 を皮切 りに,12日,

15日,26日 と石柱運搬作業があ った。早朝行 う際には,既 婚 の若者の うち各 グループ

(後述)ご との代表3人(ボ ーバイ,タ ウアニ コナ,テ イ テイ)が 人hを 起 こして回 っ

た。

(10:00)男 性 たちがバ コアの住居 へ向か い,石 柱を浜辺 まで運 んで運搬 の準備を

行 った。

(17:00)潮 が満 ちて きたため,教 会 のベルが鳴 った。再び男性が・ミコアの住居へ 向

か う。2艘 の アウ トリガー ・カヌーでそれぞれ1個 ず つの石柱を運ぶ。先頭 の カヌー

は擢 で漕 ぎ,後 続のカ ヌーは帆で進 んで くる。 アウ トリガー と舟体 の間の海面下 に う

まく石柱を 吊 して・ミラソスを と り,時 折 カ ヌーか ら降 りては押 して進む。教会近 くの

浅瀬 で石柱を降 ろし,こ の 日は陸に運 び揚げなか った。カ ヌーは2往 復 したので4本

の石柱 を運 んだ ことになる。

　 翌朝午前5時 頃,満 潮 にな り,再 びカ ヌーを使 った運搬 が行われた。 同様の方法 で

10月3日 に も,パ コアの住居か ら教会 までの石柱運搬 が行わ れた。

5-2.村 の3グ ルー プに よる資材調 達

　新 しい カ トリック ・マネアバは,在 地の材料 と輸 入物 の組み合わせか ら成っている。

屋根部分 には輸入角材 も用 い られたが,コ コヤシ材 も必要 であった。また,主 柱 には,

石 柱のほかにパ ソダナスが用 いられた。 これ らの在地物の調 達は,村 を3分 した教会

グループ(makoro)単 位 で行 われた。 これ らの グル ープは以前か らあ り,ほ ぼ現在

の居 住 地 別 に 村 を分 け てい る。 それ ぞれ 名 前 も あ り,北 は テ ・マ リタ ウ(Te

Maritau),中 は イ ーシマルーベ(litimarube),南 は カウス タエ カ(Kautitaeka)と い

う。 しか し通常は,グ ループを指示す る場合,グ ループ北,中,南(Kurubi　 Meang,

Nuka,　 Maiaki)と よんでいた。 ここでは北 グル ープ,中 グル ープ,南 グル ープと表

記す る。 また,後 述の資金集 め もこれ らの3グ ループが中心にな って行 っていた。
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〈1995年5月22日 〉 中 グル ープが ココヤ シの木を2本,切 り倒す作業を行 った。 この

グループの中心 とな る長老は キマエ レであ った。

(09:30)キ マ エ レ,タ ウアニコナらが斧 を持 って村の北はずれ のブ ッシ ュへ向か っ

た。集 まったのは13人 の男性であ った。そのなかには2人 の未婚者(カ イ ウエアの息

子バ ケス,カ ーモキの息子サ レー)が いたほかは,す べて既婚男性であ った。バ ケス

の父であ るカイ ウエアの姿はなか った。

(10:00)高 くてなるべ くまっす ぐなヤ シの木を探 し,キ マエ レお よびサ レーが簡単

に切 り倒す。 そ して即座に斧で樹皮を剥 ぐ作業に入 る。

(10:30)半 分 皮を剥いだ ヤシの木を中央か ら半分に切 る。ヤシの葉 を使 って幹を回

転 させ,樹 皮 の残 っている側を上にす る。

(10:40)サ レーが別の ヤシの木に登 り,ロ ープを幹に縛 り付 ける。 キマエ レお よび

テガウソが斧 を入れ る。

(10:55)ロ ー プを引いてヤ シを倒す。 この頃には,最 初 のヤシの皮む きがほぼ完了

す る。

(11:30)ほ ぼ 作業を終 え る。後 日,ヤ シの材木を浜に運 んで行 き,ラ グーンの海 水

に浸けていた。海水 に浸け ると材木は固 くな り,腐 りに くくな るのだ とい う。

　翌23日 には,北 お よび南 グル ープによるヤシの木切 り倒 し作業 が行われた。 ところ

で,村 の3グ ループ成員間には競合意識があ る。北 グループに よるヤ シの木 の加工作

業を横 目に見 て,私 と妻が通 り過 ぎ ようとした とき,作 業 していたボーカイが私たち

に向か って,「 ど うして中 グル ープの作業 だけ見 て,北 グル ープには来 ないのか」 と

やや強い語調 で言 った。村を グループに分け ると,い つ もこの ような ライバル間の競

合に私た ちは巻 き込 まれて しま う。 ど うにか して 自分たちの グループに私たちを引 き

寄せ ようとし,他 のグル ープには行 くなとい う。 そ して他の グループか らは,ど うし

てあのグル ープの ところばか り行 くのか,と 責 め られ るのである。5月31日 に は,北

グル ープが隣村か らチ ェンソーを借 りてきた。次 は中グル ープ,そ して南 グル ープも

チ ェソソーを借 りるとい うことだ った。

5-3.資 材購入用の資金調達

　 タビテ ウエア ・サ ウスには トタ ソ屋根のマネアバはな く,村 人 は輸入資材を使 った

マネ アバ建設 の経 験はない。 しか し,ト タンとセ メン トを使 った民家が ,B村 に僅

かにあ るほか,N村 内に も1軒 の民家,教 会の礼拝堂 お よび商店(倒 産 して後,し

ば らく放置 され ていた)が ある。 さらに島 カウンシラの賃労働 として,学 校校舎 やテ
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オボキアの公務員宿舎建設に人々は従事してお り,ト タンやセメントを使った建設の

経験を,多 少な りとももっている。またナウル(Nauru)出 稼 ぎ経験者の中には,建

設労働に従事していた者も僅かにいる(風 間n.d.)。 このような技術や知識が,輸 入

材を使ったカ トリック・マネアバ建設を可能にしている。

　建設技術の問題は少ないにしても,輸 入資材購入資金の問題が残る。カ トリック ・

マネアバ新築には,在 地調達の石柱や材木,ヤ シ縄のほかに も,屋 根用の トタンや角

材,釘,床 用のセメソトが必要であ り,その購入資金が必須である。私たちが島を去っ

たときにはまだマネア・ミ建設の途中であ り,資 材 もすべて揃っていたわけではないた

め,実 際にどれだけの資金が必要だったか正確にはわか らない。当初,村 人がい うに

は,資 材購入に3,000-4,000豪 ドルかかるとのことであった。隣のB村 のプロテスタ

ソト教会やニクナウ島では村の教会信徒経営の商店があ り,教 会に関する資金調達に

一役買っていた
。 しか しN村 には,私 たちの滞在 していた時点で教会経営の商店は

なかった。資材購入資金を得るために,前 述 した3グ ループが幾つもの手段で資金を

集めてボータキで供出した り,村 全体で資金調達のためのボータキを開催 してi物 資

購入資金を蓄積 した。また,1995年 に行 った学校の教室および看護婦の家屋建設の賃

労働収入は,当 初は個h人 に分配されるはずだ ったが,結 局,資 材購入資金に回され

ることになった。資材購入は,集 めた金を村出身の国会議員がタラワへ持っていき,

物資を買 って船で島に輸送するという方法をとった。 この節では,村 内3グ ループの

資金調達について記述する。

　 グループ活動の詳細を知るには,ひ とつのグループについて徹底的に調べることが

最 も適切な資料収集方法であろう。 ところが,ひ とつのグループのみについて調べる

ことは,他 グループ成員の妬みを買 うため,現 実には困難であった。かといってすべ

てのグループの活動を追 うこともできなかったため,こ こでは断片的に得た情報を提

示する。

　魚 やパ ンダナス ・マ ッ トの売買

　私 の知 る限 り,6月 初旬か ら各 グループに よるさまざまな資金集めが始 まった。 こ

の うち,魚,太 編 みパソダナス製 マ ッ トを売買す るのが主要 な集金源であ った。

〈1995年6月23日 〉 村 の多 くの女性 たちが 一斉 に太編 みパ ソダナス ・マ ッ ト(TO-

ba),ト デ ィ ー シ ロ ップ(kamwalmwai)で コ コヤ シ果 肉 を 固 め た 団 子 トン ゴ

(tongo)な どを持 って,村 の外 へ出てい った。北 グループの女性は北端の村 と土堤

工事関係者へ,中 グループはテオボキアの公務員へ,南 グループは学校教員へ売 りに
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行 った。 マ ッ トは1枚10-25豪 ドルで売 った とい う。

〈1995年6月28日 〉 この 日は3グ ループすべてが漁 に行 った。南 グループは昼 間,鈎

棒(kaukamea)や ウ ツボ用笙(uu)を 使 った漁を行い,タ コや ウツボを獲 って きた。

タ コ3豪 ドル,ウ ツボ5豪 ドルで学校教員に売 った とい う。夕方,村 共有の舟外機を

中グループの ヨアキムが教会か ら借 りてい った。夜か ら朝 にかけ て網漁をす る との こ

とだ った。一方,北 グループは釣 り竿を もって外洋方面へ向か っていった。魚 は売買

用 であ り,ほ とん ど自分た ちの取 り分はないため,漁 は盛 んなのだが村では自家消費

用 の魚が不足 していた。

〈1995年6月29日 〉(16:20)テ カエ ワウアの妻 ンキアーが私 たちを迎えに来た。南

グル ープの4人 の若者(メ ーイヤ,テ タボ,ト ソガウア,テ イ テイ)が 舟外機付 カヌー

で早朝漁へ行 ったが,そ ろそろ帰 って くるとい う。集合場所 のテ プア ウアの家屋 では,

ア ソ トニオ,テ カイ ワらが来ていた。間 もな くボー トが戻 って きて,獲 物を陸揚げす

る。

(16:40)タ コ,ウ ツボ,何 種 かの リーフフィッシュを,米 サ ックを開いた ビニール

の上 に広げ て,女 性 たちが処理 を始 め る。早速,N村 出身の臨時教員 カ ロ トゥがタ

コを買 ってい く。別の教員の息子が14ポ ソ ド分の魚 ,タ コ1匹,ウ ツボ2匹 を買 って

い く。 リー フフィ ッシュは,1ポ ソ ド(約500g)あ た り35豪 セ ソ トの値段だ とい う。

トア リキ とバ コアもや って くる。

(17:05)漁 に行 っていた テイテイが高床家屋の上で,パ ソ ノキ果実 とココヤ シ果 肉

を混ぜた団子(〃nanam　 ni　mai)を 食 べ始め る。テ カエ ワウアが来て,舟 外機用 のガ

ソ リンが手に入 った と報告す る。私た ちも4匹 の小魚を もらい,家 に帰 る。

〈1995年7月13日 〉 中 グループでは テガウン,ネ ア ウア,タ ウア ニコナ,タ ワンガが

舟外機付 きカ ヌーで漁に出て,巨 大なサ メ(人 々の話 ではゆ うに5,6m以 上 あ った)

を獲 ってきた とい う。 口を開 くと,人 間が呑 み込 まれ る程の大 きさだった とい う。 あ

いに く私 と妻は独立記念 日の泊 ま り込みでテオボキアに滞在 してお り,そ のサメを見

ることがで きなか った。 このサメの胃袋には,人 の髪の毛が入 っていた とか,人 の骨

盤や頭が入 っていた とい う噂が流れた。人 々は気持 ち悪が っていたのだが,そ の人喰

いザメ も資金調達用 に売 って しまった。独立記念 日の泊 ま り込み で込み合 っていた テ

オボキアに も,ネ アウアの妻 ターラワが リヤカーでそのサメの切 り身を売 りに来てい

た。
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　ケンボロ(kemboro)の ボー タキ

　ケ ンボ ロとはギ ャンブルのキ リバス語 であるが,こ こでは賭け一般を指示す るので

はな くひ とつのゲームを指 してい る。主催者側のデ ィーラーは,20豪 セ ン トと引 き替

えに伏せた トラソプカー ドを配 って回る。2枚 ずつ カー ドが行 き渡 ると,次 に3枚 め

を配 りなが ら,先 に配 った カー ドを開いてい く。3枚 のカー ドすべてが絵札 ならば当

た りであ り,賞 品が貰え る。ル ールの詳細は聞かなか ったが,3枚 カー ドの数字 の合

計に よって,当 た りには優劣があ るようである。 マネ アノミに集 まった参加者数十人が

一度 に参加す る
。

〈1995年6月23日 〉 南 グル ープでは前 日夜 に網漁を行 い,こ のボータキに備 えた。 タ

コ,塩 干 しウツボのほかに,直 径15cm程 もある トンゴ,パ ンダナス ・マ ッ トな ど

の賞 品を準備 していた。

(19:50)ピ ッ クア ップ ・トラ ックで メーイヤが私の家にや って来て,小 学校へ 向か

う。途中,村 人を拾 ってい く。

(20:00)学 校 のマネ アバに到 着す る。南 グループ長老のア ン トニオ,テ プアウアの

そば に私 と妻は座 る。賞品が マネ アバの端に並んでい る。

(20:30)臨 時 教員の カ ロ トゥが進行役 ビー ラ(bira;笛 の意)を 務 め る。食事が始

まる。村人は 自分 で持参 した食事を摂 る。教員や私たちには,皿 が用意 され ている。

私の皿には タコ,ウ ツボ,米 が乗 っている。食事中,テ ルルを中心に南 グループ成員

の一部が合唱す る。

(20:50)花 輪 を1豪 ドルで売 る。それ とは別 に皿が回 って きて,皆 小銭を寄付 する。

(21:00)食 事 の皿が下げ られ る。 マーソガウエアらが タコな どの入 ったヤシ篭(ba一

加),マ ッ トをマネアバ中央に運ぶ。皿やた らいに トソゴを入れ,上 にタコを乗 せ る。

ウッボは ヤシ篭に入 った ままの状態である。 マ ッ トは4枚,皿 は8枚 ある。 トソ ゴは

合計25個 あ る。

(21:15)ケ ソボ ロ開始。メーイヤがカー ドを配 る。私 たち も1豪 ドル分,5枚 の カー

ドを受け取 る。 メーイヤが2巡 目の トラソプを配 る。 さらに3巡 目を配 りなが ら,前

の トランプを開げてい く。3巡 で1ゲ ーム終了であ る。1ゲ ームごとに勝利者 に賞品

を渡 してい く。

(22:15)3回 の ゲームが終わ った ところで,私 た ちは退散 する。賞品 はな く手ぶ ら

で帰 る。

　 ケソボ ロを開催 す ると,一 晩で100豪 ドル以上の利益があ るとい う。中 グル ープも

6月9日 に ケソボ ロを学校 マネ アバで行 った。
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　ヴ ィデ オ

　タ ビテ ウエア ・サ ウスの人 々の うち,ヴ ィデオデ ッキを所有 してい るのは3人 だけ

とい う話 を聞 いた。 しか も,う ち1台 は故障 しているとの ことだ った。所 有者 の1人

はN村 の長老 タータの娘 の夫で あ り,ド イ ツ船乗組員を していた。 この ヴィデオを

使 った中 グループの資金集め も行われた。1995年7月9日 夜,ほ ぼ一晩中 タータの住

居では ヴィデオが上 映 され ていた。1人20豪 セ ン トの料金であ った。 タラワでは50豪

セ ン トだった ので,か な り低 い額である。 しか も,電 気 のあ るタラワとは異なって,

発 電機を一晩中稼働 させねばな らず,実 質5-10豪 ドル程度 の利益 だった のではない

か と推測 できる。

　合唱隊

　男女数人が他村の各戸を廻 り,合 唱しては献金を募ることも行われていたという。

具体的にN村 の誰が,い つ どこへ行ったか とい う資料は得られなかった。私の滞在

中,島 でこの種の合唱隊が他村から来たのは3回 ほどであった。各戸に回ってきた合

唱隊は2,3曲 歌い,小 銭を受け取って立ち去る。首都南タラワでは,頻 繁に献金集

めの合唱隊が各戸に回ってくる。

　 カオス ・マネ(kaoti　 mane;現 金 供出)の ボー タキ

　以上の よ うな方法で各 グループが得た現金を供 出す るため のボータキが,日 曜 日の

礼拝後に行われ た。7月2日,10月8日 の例を提示す る。 なお7月16日 に も予定 され

ていたが,私 た ちを含 む多 くの村人は,独 立記念 日の泊 ま り込 みで村にはいなか った。

〈1995年7月2日 〉朝か らグループごとそれぞれ民家 に集 ま り食事 を摂 っていた。教

会 での礼拝後,カ トリック ・マネアバで集金のボ ータキが行われた。通常,カ トリッ

ク ・マネアバにおいて ボータキがある ときには,人 々は村 マネアバのイナキ と同様 の

座席位置に座る。 ところが今回は,い つ もと同 じように座 った後で,グ ループごとに

集 まるよ うに決 ま り,座 り直 した。南 グル ープがマネアパ の南側,中 グル ープが東側,

北 グル ープが北側 に移動す る。学校教員たち も参加す る予定だ ったが所用があ って不

在 であ り,た だ1人,若 者(あ る教員 の息子)が 代表 者 として出席 した。

(12:20)急 遽,机 と椅子を使 うことにな り,若 者(ブ イ ヨナ とシエラ)が タータの

家か ら机ひ とつ,椅 子4つ を運 んで くる。

(12:25)説 教 師 のテイオ ーキが開会 の弁。 アン トニオが村長老 の代表 として これに

応}xる 。各 グル ープ代表 の長老(北:タ ータ,中:キ マエ レ,南:テ プア ウア)お よ
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び教員代表の若者が椅子に座 る。

(12:36)全 員 が立 ち上が り,讃 美歌を斉唱す る。タータが議長 と決 ま り,挨 拶す る。

その後,リ ーノの提案 でグル ープごとに讃 美歌 の対抗戦をす る。歌が終わ るごとに,

手 拍子 で3本 締め。

(12:55)祈 りの後,南 グル ープのアン トニオが50豪 ドル,中 グループのテガウンが

60豪 ドル,北 グル ープのボーカイが60豪 ドルずつ机 に持 ってい き,タ ータに渡す。教

員代表 の若者は説教師に50豪 ドル渡 し,説 教師が机 に持 ってい く。金を渡す ご とに手

拍子,3本 締めをす る。

(13:35)グ ル ープ代表が机 を離iれて各 グル ープの席に戻 る。机 と椅子が片づけ られ

る。

(13:40)食 事 を グループごとに供 出す る。米,パ ソ,パ ンノキ果実 のフ ライ,ラ ー

メ ソ入 りス ー プ,ウ ツボ,パ ソノキ果 実 を甘 い きん とん様 に した料 理(tubu　 ni

mai),貝 入 りスープな どがある。 これ らがマネ アバ中央 に並べ られ る。

(13:45)こ の 日はカ トリック説教 師の研修生が来ていたので,彼 が祈 りを捧げ る。

私 と妻,説 教 師,研 修生,学 校代表,そ して村の代表 の順 に前に出て,セ ル フサ ー

ヴィス形式 で食事を取 ってい く。

(14:10)食 事 が終わ り,タ ータとアソ トニオが一言ずつ感謝 の意 を述べ る。

(14:15)食 事 を片づけ る。説教師か ら村 の長老へ感謝の言葉。

(14:22)ヤ シ篭 に入 った薫製や塩干 しの魚が,各 グループか ら出され る。若者(南:

テ ルオ ンナ ン,中:タ ワンガ,サ レー,北:ブ イ ヨナ)が 運 んで くる。学校教 員に協

力のお礼 として渡す。その後雑談が続 く。賃労働(学 校校舎建設,看 護婦 の家屋建設)

の報酬500豪 ドルを個 々人に分配せず,マ ネアバ建設資金にあて ることに決 まる。

(15:00)説 教 師 の研修生が魚 の入 った ヤシ篭 のひ とつ を受 け取 ってB村 へ帰 って

い く。 マネアバ新築 につ いての話 し合 いが続 く。建設資材 をタ ラワや外国に いるN

村 出身者 に懇請 ブブシ(bubuti)し よ うとい う話になる。帰 る人 も増 える。

(16:40)私 た ちは家 に戻 る。 ゲ』一ムをす る人 がいる一方で,雑 談が続 く。

〈1995年10月8日 〉(12:50)私 と妻は少 し遅れて行 った。各 自持参の食 事が始 まる。

(13:00)説 教 師が挨拶す る。そのなかで参加者が少ない ことへの不満 を述べ る。 ア

ソ トニオがそれ に応>z..て,理 由お よび謝罪を述べ る。多 くの男性が,タ ラ ワか ら誘致

したアバマ コロ交易の タビテ ウエア ・サ ウス支店開店準備,お よび タラ ワか らの商店

関係者を迎 えるために,カ ウソシラ ・マネアバに泊 ま り込 んでいたのであ る。しか し,

そ れ とは無関係の多 くの若 い既婚者が カ ヌーの模型(makel)で 遊 ぶ ため,浜 に出て
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しまった。それが,参 加者数め少ない主 な原因であった。再 び説教師が不満を述べ る。

テ プア ウア とボーカイ もそれ に対 して一言謝罪す る。参加者 は,私 たち と説教師のほ

かにテバ レレイ,ボ ーカイ,ア ン トニオ,キ マエ レ,テ カエ ワウア,ト ンガウア,カ

イ ウエア とそ の妻たち くらい しか いなか った。 ボーカイが,今 日は机が ない,と お ど

けて言 う。食事前,テ バ レレイ とテプアウアが些細な ことか ら口論 した ことも,ボ ー

タキの雰囲気を重 くしている ように私は感 じた。

(13:20)各 グループか ら代表が中,北,南 の順に テプア ウア,テ ガ ウンに金を渡す。

中グル ープが450豪 ドル,北 が330豪 ドル,南 が360豪 ドルの合計1,140豪 ドルであ った。

渡す ごとに手 拍子3回 。 この金額は,各 グル ープの成員数に応 じて割 り振 られた額で

あ る39)0そ の 後,私 たちが以前要請 した小型の細編みマ ッ トを,テ バ レレイか ら私が

受け取 る。

(13:45)説 教 師が合計額 の報告 をする。 ピックア ップ ・トラックが テオボキ アか ら

や って きて待機 してい る。15時30分 ま でに カウンシ ラ ・マネアバにテカエ ワウアとテ

プア ウアは戻 らねばな らない とい う。

(14:15)2人 が車 に乗 って立ち去 る。

　 その他

　 3グ ループの資金集め以外に村人が資金を集めるためにとった手段が幾つかある。

　 1)タ ラワのラジオ放送でメッセージを流 して,タ ラワ在住者や外国船に乗ってい

るN村 出身者(nati　ni　kawa;村 の子供)か ら送金してもらう。外国まで伝わるのか

との問いに,キ リバス近 くまで船が来ていれば聞こえる,キ リバスに休暇で帰省 して

いる船員がラジオを聴き,そ の後船に戻 ったらN村 出身者に伝えて くれる,と の返

事だった。しかし,外 国はおろか,タ ラワから送金があったという情報を私は聞かな

かった。

　 2)村 全体で資金集めのボータキを開催す る。このボータキは,船 航行(kabuti

kaibuke)と い う名称であった。マネアバを船に見立てて乗客に食事などのサーヴィ

スをし,乗 船料を取るというものである。このボータキの中では,パ ンダナス細編み

マ ットなどの競売を行 って資金を集めた(具 体例は,風 間199bを 参照)。私たちが

立ち去るときに村に置いていったケロシンス トーブ,衣 類やノー トなども,2回 目を

予定 している資金集めの船航行ボータキで売却 して資金にするとのことだった。

　 3)学 校校舎等の賃労働で得た現金を個人に分配せず,建 設資材購入資金にあてる

ことも行われた。
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　 この よ うに して集めた現金は,1995年7月22日 時 点で計1,700豪 ドルあった。現金

を国会議 員に渡 し,ト タンや角材を送 って もら う手順を整えた。資材 の正確な値段は

わか らないが,当 初 の見積金額では不充分 の ようだ った。私たちが島を去 る時点では

まだ資金は不足 していた。

5-4.取 り壊 しお よび建設 作業

　 1995年8月 から9月 にかけて,相 次いで2組 の若夫婦 がタ ラワへ行 って しま った。

この ことを長老た ちが問題に した。物や労働 の供 出はブキ ・二 ・バイ(夫 婦単位)ご

とに行 う。夫婦 の片方がいれば1単 位 として カウン トす るのだが,2人 ともいな くな

ると単位が消滅 して しま う。これは マネ アバ新築 の労働 に支障を来す とい うのであ る。

それ 以降,既 婚者が タラ ワへ行 くことを規制す ることにな った。 もしど うして も渡航

す る必要があれば,皆 の承認を得 なけれぽな らない ことにな った。 これは,長 老 を中

心 とした社会集団に よる個人の行動規制 の一例であ る。

　 1995年9月21日 に船が到着 した。積荷 には,資 金を託 された国会議員が首都で購 入

した トタ ンや角材が積 まれ ていた。入荷 した トタ ンは52枚 あ った。 トタソが紛 失す る

のを恐れ,荷 揚げ したテオボギアか らその夜 の うちに,村 の説教師の家へ運んで保管

した40)。

　 パ ンダナス葺 きの古いマネアバが取 り壊 され たのは,11月8日 の ことであった。そ

の後,本 格 的な新 カ トリック ・マネアバ建設労働 が行われ る ようにな った。11月12日

には,ア ソ トニオ,テ カエ ワウア,カ ーモキ,テ バ レレイ,タ カ レブ,テ プアウア,

カ イウエ アの7人 が村マネアバに集 ま り,し ぼ らくの間泊 ま り込む ことになった。 マ

ネアバ泊 ま り込みは,私 たちが去 った12月16日 時 点で も続 いていた。建設 労働 は,石

柱を立て るまで3グ ル ープの ローテーシ ョンで行い,そ れ以降は基本的に男性全員参

加 で行 うよ うにな った。 アソ トニオ とテカエ ワウアは責任者 として,毎 日作業 に参加

していた。

〈1995年ll月8日 〉古い教会マネアバの取 り壊 し作業が行わ れた。

(08:30)最 初 のベルが鳴 る。9時 には2回 目のベルが鳴 り,マ ネアバの取 り壊 しが

始 まる。 まず,若 者 が屋根に登 りパ ンダナスの葺 き屋根をはず して地面に落 としてい

く。次いで屋根の細 い骨組みをはずす。その後,1本 の ロープを屋根 に結びつけ,一

気に引 っ張 って一瞬 の うちに崩 して しま う。残 ったのは鉄木 ミズガソヒ(ngea;Pem-

phis　acidula)製 の 主柱4本 のみであ った。屋根 の骨組 みを構成 していた柱 を村 マネ

アバへ,不 要 のパ ンダナス葺 き屋根を海岸へ運 んでい く。
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(11:30)教 会のベルを鳴らす。村マネアバに集まって,簡 素な共食を行 う。

〈1995年11月20日 〉石柱を立てる作業。男性全員が労働に参加する。午前中にマネア

バ四隅にあたる4本 の石柱を南西,北 西,南 東,北 東の順に立てる。その順序はマネ

アバの型によって決 まっているとい う。今回はカ トリック ・マネアバなので,厳 密に

は何処から立てても構わないとい うが,N村 マネアバ と同じタボイアキ型に準 じて

いた。タビアン型の場合には,南 東から立てるという。最初の柱を立てる前には,説

教師が祈 りを捧げた。

　約1,000kgあ る石柱を立てる作業は容易ではない。石柱を立てる場所には穴が

掘 ってあ り,そ こに丸太が差 し込んである。石柱を穴に直接差 し込んで立てるとすれ

ば,落 とした り倒れ る危険がある。その危険を避けるため,丸 太を介在させるのであ

る。まず,石 柱を穴近 くの地面に置 く。次に穴に差し込んである丸太に向けて地面の

石柱を引きずっていく。そして石柱の一端が丸太に接するようにする。このとき,穴

に立てられた丸太 と石柱 との接点は,穴 の上に位置す ることになる。次に数人の男性

によって徐々に石柱を起 こしてい く。石柱の下端は丸太に接 したまま穴の底にゆっく

り滑って降 りていく。石柱が立つと丸太は除かれる。 さらに穴を少し深 く掘 り,石 柱

の高さを調節 し,最 後に穴を土砂で埋める。

　この日の昼食は屋外で摂る。午後からは,残 りの石柱を立てる。3日 ほどで12本 の

石柱をすべて立て終える。

〈1995年11.月23日〉梁 または桁タタソガ ・ン・ラパタ(tatanga　n　rabota)を 石柱の

上に乗せる作業。男性全員が参加する。マネアバの長辺に3本 ずつ,短 辺に2本 ずつ,

計10本 のココヤシの丸太を石柱の上に乗せ,木 釘{bokai)で 固定す る。東側(道 路

側)の 長辺,西 側(ラ グーソ側)の 長辺,南 側の短辺,北 側の短辺の順に乗せる。村

マネアバの建設時には,特 定のイナキ成員が木釘を打つのだが,カ トリック ・マネア

バの場合には,誰 が打っても良いとアンテレアが説明してくれた。つま り,イ ナキの

ない教会マネアバの建設は,村 マネアバよりも規範が緩いのである。石柱の位置を調

整 した り,木 釘を打つために開けた穴を合わせるのに手間取 り,午 前中に始まった作

業は夕方までかかってしまった。

　 16時前,一 通 り終わったところでボータキがある。食事は前日に団子と指定されて

いた。 トゥアエのタソガナ,小 麦粉やパソノキ果実の団子,塩 干し魚を女性たちが篭

に入れて持ち寄る。教会委員のテイテイが回ってきて,人 々から少 しずつ団子を集め,

説教師に渡す。国会議員の差 し入れのキャビン・ビスケットをティティとメーイヤが

配ってい く。お茶に入れた砂糖は,教 員たちからの差 し入れであった。

90



風間　 タビテウエア・サウスにおけるマネアバ(集 会所)の 多様化

　食事前の作業 では,1本 の丸太 が反 り返 っているので うま く木釘 で固定で きなか っ

た。 そ こで食後,真 っ直 く・な ヤシの木 を切 り出 しに若者 たちが ブ ッシsへ 出か けて

行 った。

〈1995年ll月28日 〉 マネアバ内側に位置す る主柱(boua　 n　tabu)を 立 てる作業 。作

業後,簡 単な食事 を建設現場で摂 る。この日の食事 は,と くに団子 とい う指定はなか っ

た。後 に10本 の柱 が立 て られ,11月30日 には,そ の上にタタンガ ・ソ ・ラパ タが乗せ

られ た。

〈1995年12月13日>12月 に入 ると,輸 入角材を使 って屋根 の骨組みを組み立て る作業

が進 め られた。 この 日は,屋 根頂部 に棟木(taubuki)を 乗 せる作業 であ った。 マネ

アバの最 も高 い位置 までヤシの丸太を運 び上 げるため,作 業はなかなか進 まない。1

本 の丸太を乗せて固定するのに昼頃か ら15時 くらい までかか る。残 りもう1本 の丸太

を乗せ終わ ったのが16時 半前 であ った。

　 その後,建 設現場でボータキが行われた。 この 日は タソガナなどの団子や塩干 し魚

を各 自が持 って きた。他に,臨 時教員のカ ロ トゥや テオボキ アに住 む公務員の妻(N

村説教 師の娘)か らの差 し入れ であ る米,コ ソビーフがあ った。 コンビーフはカ レー

粉や小麦粉 と混ぜて,ス ープとして出 された。米 とスープは教会 の委員であるテイテ

イとボ ー・ミイが,各 人の皿 に分配 した。食事 が始 まる直前に,委 員2人 は人 々か ら少

量ずつの団子 を集めて説教師に渡 した。 また食事 中,ボ ーバイはヤシ縄未供 出の女性

に,名 前を呼び上げて早 く出す よう催促 した。

　 食事前には土堤工事の宿舎か ら女性2人 が 自転車 でや って きた。工事常勤者 か らの

贈与物であ る50豪 ドルを届けに来 たのであ る。 さらに,教 員たちか らの20豪 ドルを カ

ロ トゥが長老 に渡 した。 アソ トニオと説教師がそれ に対 して礼を述べた。棟木 の固定

は,マ ネ ア・ミ建設 が始 まったll月 以降,最 も大 きな節 目の行事であ った。

6.考 察 「在地論理」の場 としてのマネアバ

6-1.「 伝 統 」 と キ リバ ス の カ テ イ

　本論2章 では,キ リバスにおける先駆的民族誌家であるグリソブルやモードによる,

「伝統的」マネアバの記述について触れた。彼らが想定したのは,村 マネアバに相当

するヨーロッパ接触以前の共同体のマネアノミである。しかしN村 の事例を見ると,「伝

統的」マネアバに関する彼 らの記述と現実の村マネアバの間には,当 然ながら大きな
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乖離を看 て取 る ことがで きる。N村 のマネアバ では,一 部職 能を もつイ ナキがあ る

ものの,マ ネアバに関する知識 はきわめて簡素化 してお り,イ ナキのもつ意味合 いが

過 去の民族誌 とは まった く異 なっている。現在,あ る人がマネアバ にイナキを もつ こ

とは単 に村に居住する ことに等 しい。村 の居住は,現 在 または過去の村成員 と何 らか

の系譜関係を辿 ることに よって認め られ ている。 また,他 島出身者は配偶者が村成員

であれば,配 偶者 のイナキに座 ることができる。民族誌 にあるよ うな,イ ナキの神話

や神話化 した半神半人 の開祖に まで遡 る系譜に関す る知識 は,イ ナキの成員権を確保

す るための必要条件 とはな らないのである。

　 ただ しN村 の事例が,タ ビテウエ ア ・サ ウスの他村や キ リバ スのほかの島 々の例

と完全に一致す る とは限 らない。 ニクナウ島の よ うに,マ ネアパに関す る知識が比較

的豊富な ところもあれば,タ ビテウエア ・サ ウスのK村 や タマナ島の よ うにマネア

パが行政府 の手 で再興 された ところ もあ る
。 また,同 じニクナウ島で も村 マネア・ミが

失われてい る村 さえあ ることを指摘 した(注11参 照)。 この よ うな多様 な状況 の中に

あ って,グ リンブル らの 「伝統的」 マネ アバ像 と一致す る例をみ ることは,ま った く

で きない。

　 矛盾す るよ うにみえ るか も知れないが,村 人 は村 マネ アバを カテイ ・二 ・キ リバ ス

(katei　ni　Kiribati;カ テ イとは 「伝統,慣 習」の意)の うちで も,よ り古い(ikawai

riki)も の と見 な してい る41)0し か し古 いこ とが村 マネアバの評価 や価値を保証す る

わけではない。例えば,長 老の タータは 「昔,キ リバスにマネアバはなか った。昔の

人 々は出会>z..ぽいつ も喧嘩(unun)を していて,マ ネアバの作 る平和(ravi)は なか っ

た。(キ リス ト教の)光 が来てか らマネ アバがで きた」 と語 って いた。 この タータ独

自の解釈42)は,マ ネアバの成立 自体がキ リス ト教 に関係 してい るとい うものであ り,

マ ネアバが平和 を もた らす ことを含意 しなが ら,そ の 「古 さ」を否定 している。また,

カ テイ ・二 ・キ リバ スとはい って も,キ リバス とい う言葉 自体が,英 語 のギルバ ー ト

のキ リバ ス語読 みであ り43),時 間 的 な古 さを喚起 させない名称 である。人 々はキ リバ

スの名称を多用す るが,か つて諸 島を表 した とい う トゥンガルの名称 をほ とん ど使用

しない。 さらに長老 さ>xも,過 去へ の憧憬を語 った り現在の状況を否定す ることはほ

とんどない。む しろ,過 去をキ リス ト以前の邪悪 な暗い時代 と位置付け るのである。

つ ま り,マ ネアバに対す る高い評価 と 「古 さ」は独立 した ものであ り,高 い評価 に 「古

さ」は必ず しも必要 とはな らないﾘ)0

　 カ テイ とい う単語には積極的 な価値付 けが行われ る傾向にあ り,暗 い邪悪 な過去か

らの連続性 を汲み取 る ことは難 しい。 ここに,民 族誌家 のい う 「伝統tradition」 と
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カテイの語には,顕 著 な相違 がある。英語 のtraditionの 語 には,過 去か らの連続性

が強 く付 与されてい るのである。 さ らに村マネアバのみな らず,他 のマネアバ もカテ

イ ・二 ・キ リバ スであ るといわれ る。カテイ とい う語の ニュア ソスを念頭 におけば「マ

ネ アバは カテイであ る」 とい う命題 に何 ら矛盾や問題 はない。古いか新 しいか にかか

わ らず,あ らゆ るマネアバが等 しく人 々に とってのカテイ ・二 ・キ リバ スなのであ る。

　既述の よ うに政治家や官僚は,マ ネアバをキ リバスの 「伝統」であ ると強調す る。

この言葉は,対 外的に発せ られ るのみな らず,国 内に も流布 している。ここでい う「伝

統」 とは,英 語で外国向けに演説 や文章 で表現す る場合 にはtraditionと な る し,キ

リバ ス語で国内向け に演説す るときにはkateiと な る。 ラジオ放送の国会 中継 や,島

におけ る公務員,国 会議員 の演説 を村人は 日常的に聞いてお り,政 府 関係者の発 言が

村人 の意識に影響 していることは確 かだろ う。マネアバが カテイである とい う表現 は,

村 人 も容易に受け入れ ることがで きるものであ る。そ して,マ ネアバが 「社会 の中心」

である とい う見解は,村 人 と政府関係者 の間に大 した差はない。ただ し,政 治家や官

僚は外国 との差異化 を図 り,国 内の統一 お よび国民の同一性 を鼓舞す る道具 として,

「伝統」 としてのマネアバを意識的に強調す る。そ こでは,マ ネアバや カテイ ・二 ・

キ リバ スを固定化 してある種 の操作を施 している ように見>xる 。政府 の 「伝統」に対

す る姿勢を示す例 として,踊 り(〃zwale)に 関 す る2つ のエ ピソー ドを紹介す る45)O

　 l)1995年,日 本で行われ る祭 りフェステ ィバ ルに派遣す るため,踊 りチームの一

般募集 を ラジオで放送 した。 当初,7チ ームか らの応募があ った。後 に,政 府側が踊

りの服装 や装 飾品を在地 の材料 のみに指定 し,一 般 に主流 とな ってい る ビニ ールや

ビーズ製 の装飾を禁 じた ところ,4チ ームは棄権 して しまった。残 り3チ ームの うち,

技 術 的にま ともに踊れたのはた った1チ ームのみ であ り,選 考 はあ っけな く済 んで し

まった。

　 2)一 時期,タ ム レとい うポ リネシアの踊 りが流行 した。その頃,マ ネアバ で開催

され るボ ータキの踊 りは,ほ とん どタム レばか りになっていた。そ こで,マ ネアバ で

はマイエを踊 る よう政府が推奨 し,結 果 として タムレの流行は下火にな った。 そのた

め,現 在 では クリスマスや独立記念 日時にマネアバ でマィエを見 ることができるのだ

とい う46)0

　 この よ うな例か らも,首 都や村 に住む一般の人 々よ りもむ しろ,官 僚の方がキ リバ

スの 「伝統」 を強調 し,保 存 しよ うとしてい ることがわか る。人 々の側は よ り無 自覚

的 であ り,政 府 よ りも客体化 の度合 いが弱い といえ る。確か に,N村 におけ る 日常

の会話 でも白人(1-Matang)と キ リバ ス人(1-K叝ibatiま た はkain　 Kiribati)を 対 比
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することがしぼしばある。 しかしその場合,個 人の行為や食料,家 屋などの差異を引

き合いに出した り,あ る個人を椰楡する程度に留まっている47)0

　あるときN村 の若者が,日 本のマネアバはどんなものなのかと私に尋ねてきたこ

とがあった。これはすなわち,マ ネアバがキリバスのみならず,あ らゆる社会に遍在

すると考えているものと解釈できる。村人は,タ ラワの政府官僚や政治家のようにマ

ネアバを外国との対比物 として,固 定化す ることはない。一方中央政府は 「伝統

(traditionま たはkatei)」 の語を駆使 して,対 外的にも対内的にも情報を発信 してい

る。 しか しむしろ,離 島部の村人から見れぽタラワは外部世界であ り,外 来の制度や

援助物資,輸 入物などの出発地や経由地 と捉えられている。

6-2.マ ネ アバ と平等 理念 の結合

　マネアバに関しては幾つかの規範がある。通常,人 が集まっているマネアバの前を

乗 り物で通 り過ぎるときには,ス ピー ドを落 とさねばならない。 とくに,あ る村の住

民が他村のマネアバ前を通 るときには,こ のような行為が適当とされる。N村 マネ

アバ前を隣村の住民が自転車で通 り過 ぎる際,わ ざわざ降 りて自転車を押して歩 く姿

を私はしぼ しぼ 目撃した。ノミイクでカウンシラ・マネアバの前を通 り過ぎた国会議員

が,罰 として紅茶とカブキ(kabuki;パ ソや ドーナツ)を 供出させられたこともある。

N村 では一時期,村 マネアパ内にイ ヌが入ってきたら,飼 い主が罰金2豪 ドルを支

払 うという罰則が設けられた ことがあった。実際に飼い主が罰金を支払った話はつい

に聞かなかったが,イ ヌが入 って来そ うになると,飼 い主が石を投げた り大声を出し

て,イ ヌを追い払 う光景が見られた。その滑稽な慌てぶ りが人々の高らかな笑いを誘 っ

ていた。また,現 実にはしぼ しぼ破られるのであるが,マ ネアバ内での喧嘩も一般に

禁 じられていた。 これ らの行為や動物の侵入はマネアバに対 して失礼(〃zatauni-

nga)な のだという。

　違反行為を明文化しているマネアバもある。B村 のカ トリック ・マネアバには罰

金表が掲示されている。書かれている順に記す と,1)マ ネアバ内での飲酒が50豪 ド

ル,2)物 を庇に吊り下げることが50豪セン ト,3)イ ヌの侵入が1豪 ドル,4)金

を賭けた遊びが10豪 ドル,罰 金を払 うようにそれぞれ規定 している。 このような例か

ら,マ ネアバはただ人が集まるだけの場所ではなく,そ こにはさまざまな規範が明示

されていることが理解できる。罰則は通常rマ ネアバにおける長老を中心 とした合議

で決定 される。

　合議の場では,マ ネアバ内の罰則のみならず労働配分やボータキの日程などさまざ
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まな事柄が話 し合われる。その際,頻 繁に使用される語が平等理念のボーラオイとそ

の対立概念のボープアカである。この語のもつ意味は多様であるが,ボ ーラオイが平

等,均 等,ボ ープアカが不平等,不 均衡 といった意ﾘで 使われることが多い。また,

ボーラオイ/ボ ープアカには,物 の表面が円滑/凸 凹,値 段が安い/高 い,平 和/抗

争などの意味やニュアソスも付与されている。通常,合 議で問題になるのが,労 働や

報酬の配分,協 同労働へのある個人のサボタージュ,少 数者や個人の排他的受益,社

会集団の資金の使途などがあげられる。論点はいずれも,単 純化すれぽボーラオイや

ボープアカに帰着 し得る。そ してこれ らの事柄は常にボーラオイであることが必要で

あ り,合 議に参加する人々が納得するのは,ボ ーラオイな決定である。マネアバにお

けるボータキにおいても,平 等理念のボーラオイが繰 り返 し再生産されている。ボー

タキのなかで招待客から手渡されるタバ コなどの贈品もボーラオイに人々に分配され

なけれぽならない。

　マネアバにおける合議には突出した個人はいない。カウンシラ ・マネアパでは,取

りまとめ役の議長(tia　babaire)や 進行役の司会者がいるだけである。また村マネア

バの合議では,こ のような役割分担さえも明確ではなく,複 数の長老が主導しながら,

個人が意見を述べ合 うのみである。大抵の場合,既 婚の若者は合議に参加 しても口を

閉ざしたままである。主に意見を述べるのは,長 老 と狭義のロロブアカである。なか

には,若 者と同様にほとんど意見を言わない長老もいれぽ,40歳 代前半なのに活発に

意見を述べる者もいる。意見のなかで,長 老の発言のみが影響力をもつわけではない。

長老の意見であっても,ロ ロブアカから反論が出されることも普通にある。そ して,

多数決などで短時間に簡単に結論付けることなく,話 し合いは延々と続 く。

　出された意見が議長や村の長老によってまとめられ,合 議に参加した人々に容認さ

れると,それが長老の決定 として島または村の住民に伝>x..られる。この決定に対 して,

人々は少なくとも公には従わざるを得ない。 しかしときには,違 反者が出ることもあ

る。それが問題化 した場合には再び話 し合いがもたれ,と きに違反者に対 して罰が科

せ られる。合議に参加 した人々が決定に同意 したとき,ボ ーラオイという平等理念が

長老の権威 と結合 し,集 団レベルにおける平等理念が社会集団全体に発動することに

なる。これを簡略化 した図式で示すと以下のようになろう。

ボーラオイ(平 等理念)+マ ネアバ組織(長 老の権威)=集 団レベルの平等化の発動

　マネアパや長老の権威による社会集団の統制や合議の決定を人々に遵守させる機構

を,「集団的メカニズム」の用語に置き換えることが可能である。当然ながら,個 人
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が集団的メカニズムに常に従 うわけではない。しかし,そ れが人々の社会生活にきわ

めて強い影響を及ぼす ことは確かである。平等理念が社会集団全体に作用するにあた

り,集 団的メカニズムは重要である。さまざまな問題を通 して,在 地の平等理念が実

現化され,集 団的メカニズムが作用する場 として,マ ネアバの合議を位置付けること

が可能である。

6-3.マ ネ アバ に よる社会 集 団の統 合

　 マネアバはそれ に対応す る社会集団を構成す る人 々に対 して,い かなる意味を与え

るのだろ うか。 ここではまず,マ ネ アバは単 なる集 会所 では ない ことを強調 しなけれ

ばな らない。 まず,人 々はマネアバの形態 にこだわ る。 タ ラワの漁業訓練校が海洋訓

練校 か ら独立 して,新 た に発足 した際,キ リバ ス人職 員か らマネアバを建 てる よう提

案があった とい う。 日本人職員は,コ ス トがかか らず建設 の容易な平屋根 の建築物を

建 てる よう主張 したが,キ リバ ス人はマネアバ の形 態は平屋根ではな く,入 母屋 の屋

根でなければな らない として譲 らなか った とい う48)0

　 マ ネアバは,成 員が明確 な社会集団(学 校,村,島,教 会)に は必ず といって よい

ほ ど付随 している。 ときには,B村 の教会信徒の よ うに下部 グル ープ(kurubiま た

はmttkoro)が マ ネアバ を建 てるこ ともあ る。 マネアパの存在 は,さ まざまな社会集

団を 目に見 〉.7..る形 で体現 しているといえ よう。 ヨーロ ッパ由来 の諸制度 が島にや って

来た際,多 様なマネアバ を建て るこ とに よって在地 側が反応 した と捉える ことが可能

であ る。 ところで,キ リバス語 で社会 に相 当す る語 は,ア オマ タ(QO〃zata)も し く

はt一 タ ・ソ ・アオマタ(bota　 n　aomata)で あ り,字 義通 りにはそれぞれ 「人」,「人

の集ま り」 と訳す ことが できる。そ して,人 の集 ま りにはマネアバが必要 である。社

会が多様化すれば,そ れ に伴 って多様なマネアバが建設 され るのである。 そ してあ る

マネアバが存在す ることは,他 の マネアバ と明確に線を引 くことを必然的 に伴 う。言

い換 えれば,マ ネアバ は社会集団を分画 し,成 員以外の他者を排除するのである。 こ

の よ うなマネ アバが,個 人 の社会集団への帰属を否応 な しに意識 させるこ とが容易に

理解 できる。

　現在 の村人は,何 らか の形で複数の社会集団に帰属 している。あ る1個 人に焦点を

当て ると,例 えぽ ソキア ーは,N村 成員であ り,　N村 カ トリックの信徒 であ り,カ

トリック女性団体成員 で もあ る。村マネアバ でカウンシラか らの報告会が あれば,村

人 として出席す るであろ う。 これ らの集 団に関わ る労働や ボータキには参加 しなけれ

ぽな らない。 カ トリック ・マネ アバ新築時には,南 グループの一員 として働いた。夫
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のテカエワウアは学校の委員であるか ら,学 校マネアバで開催される�,`タ キや合議

にも同伴 して参加する。さらにタビテウエア ・サウスの島民として,独立記念 日のボー

タキには夫 とともにカウンシラ ・マネアノミへ出かけてい くだろう。彼女はパンダナ

スマットを編むのが得意であるから,カ トリック女性団体のボータキ前には,競 売用

の細編みマットを編むよう要請 されるであろう。ボータキや合議などの公的な集会の

みならず,労 働を行 う際にも使用するマネアバは使い分けられる。競売用のマットを

編むために女性が集まる場合には,カ トリック ・マネアバを使 うだろ うし,村 の客へ

の贈品であれぽ村マネアバを作業場 とするに違いない。

　個人が社会集団に帰属するならば,対応するマネアバの集会に参加することになる。

それは同時に,社 会集団の義務がその個人に課せられることをも意味する。社会集団

とマネアバへの無私の奉仕として,集 団主催のボータキの準備,そ してマネアバの建

設や修理への貢献が必須となる。前章でも見たように,マ ネアバの建設には多大の労

働投下が必要となる。カ トリック ・マネアバ新築労働を観察 していて,私 は人々の熱

意に驚かされた。強制的な労働 というよりも,社 会集団のシンボルとしてのマネアバ

建設を楽 しんでいるかのような印象さえ受けた。マネアバに関わる労働は,そ の集団

に帰属する個々人を統合させるのであ り,完 成後のマネアバは社会集団統合のシソボ

ルとなる。マネアバがあってこそ,特 定の社会集団に所属する人々が共同活動を行 う

ことが可能となるといえよう。翻 って考えるならば,マ ネアバがもつ社会集団の統合

力に依拠することにより,教 会上部組織が一般の信徒を組織化するのに利用 し得るの

であり,政 府関係者が意図的に繰 り返 してマネアバに言及するのである。

6-4.「 変 換装置」 と して のマネ アバ

　ここで村や島と外部(タ ラワ,外 国)と の関わ りを考>xて みる。 より広い現代的な

視野からマネアバを見てみると,キ リス ト教化や植民地支配を経た現在 という一時点

において,カ テイ ・二 ・キ リバスとして多様なマネアバが存在している。歴史的に新

たな集団組織を伴 う制度がタビテウエア ・サウスに定着すれぽ,そ の度に新たなマネ

アバが作られたとい>xる。新制度に関わるネ ットワークの中心に,マ ネアバは位置す

るのである。

　カウンシラ ・マネアバや学校マネアバは明らかに,現 在の中央政府から来た法や制

度に対応している。さらには,村 マネアパも行政末端の村における中央からの情報伝

達の一端を担 っている。 カウンシラ・マネアバを例にすれば,キ リバス独立記念式典

後にボータキとい う形で祝賀が行われることからも,中 央政府の離島統治に利用され
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ていることが明らかであろう。また,教 会マネアバはキ リス ト教会上部組織に認めら

れたものであ り,村 人の教会関連活動や場合によっては献金集めに利用 されている。

仮に教会上部組織がマネアバの使用を禁 じれぽ,教 会マネアバは存続し得ない可能性

がある。つま りマネア・ミは,政 府にせよ教会にせよ,外 部からの支配 と矛盾 しないか,

または支配に利用 し得るという条件が与>xら れてこそ,存 立 し得ると理解できる。

　 しか しその反面,マ ネアバの実際の運営は,カ ウンシラ・マネアバや学校マネアバ

であろうとも,在 地の人々の手中にあることを強調 してきた。この点については第1

章において論 じたFFAB経 済のB,す なわち官僚機構のタビテウエア ・サウスにお

ける浸透に関わる問題である。中央政府から派遣されたクラークや選挙で選ばれたカ

ウンシラは,国 家の制度のなかに位置付けられる。ただし,彼 らは中央政府と島,島

行政府と村の間で情報を長老や村人に伝達 し,ま たときに彼らを説得する役割を果た

すのみである。マネア・ミの合議においては,長 老を中心 とする人 々が決定権を握って

いる。また,教 会マネアバに関す る自主的な共同活動については,建 設作業の項で充

分例証できただろう。

　島の公務員や教員は,他 島出身者が多い。仮にタビテウエア ・サウス出身者であっ

ても,外 来者(frua)と 同様の位置におかれる。彼 らが住むのは主に公務員住宅であ

り,村 人の住む集落とは別の場所である。彼らと村人が顔を合わせ,政 府の新政策な

どに関して合議 した り,ボ ータキを行 う場所がマネアバである。つま り,マ ネアバと

はタラワの制度や外来者と在地の制度や人々がi接触する交叉空間である。仮に新 しく

教員が島に着任 してきたとする。まずカウンシラ・マネアバに招かれ,島 の長老たち

によるボータキが行われる。そこでは,出 身地や名前が尋ね られ,在 地の人々への顔

見せが行われる。次いで,学 校マネアバで委員や教員と対面する ⑦o〃zata)歓 迎ボー

タキが行われる。この過程で,外 来者の属性は住民によって認知され,島 や村のなか

で固有名詞をもつ外来者 として位置付けられる。そして頻繁に開催されるボータキな

どの場において,外 来者 としての適切な行為が期待されるようになる。また,タ ラワ

を経由して来る外国からの援助なども,まずカウンシラ ・マネアバで受け入れられる。

そしてすでに見たように,平 等的理念であるボーラオイに従って,長 老やロロブアカ

の合議によって仕事が均等に分配されていく。

　カウンシラ ・マネアバは中央政府の官僚機構が島の人々と接触する場であ り,同 時

に中央政府の政策が遮断され,在 地の論理に変換される場である。村マネアバはさら

に一段下がった行政の末端として機能する。つまり,マ ネアバやそこでの合議は外部

の制度の一部を構成 しているものの,在 地の論理や制度のなかで動いている。外来の
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制度や来訪者はまずマネアバにおいて,在 地の多数の人々に晒 され,長 老中心の合議

やボータキの場で在地の論理に再編または変形され,解 釈し直された後に取 り込まれ

てい く。言い換えれば,マ ネアバは外部の論理を一時遮断し,在 地の論理に変換する

装置と位置付けることができる。

お　わ　 り　 に

　本論文では,タ ビテウエア ・サウスにおける実地調査に基づ き,多 様化 したマネア

バの現状について,社 会 ・政治的側面を記述 し,首 都を経由する外部世界との関係を

視野に入れて考察した。最後にそれをまとめて稿を終える。

　 1)植 民地統治下において,グ リソブルやモー ドが再構成 した 「伝統的」マネアバ

のモデルと現在の村マネアバ との間には,顕 著な相異があることを明らかにした。村

人たちは,村 マネアバに関する神話や,イ ナキの名称および職能に関する知識をほと

んど継承 していない。村マネアバでは,村 に関わる合議やボータキが長老中心に開催

されるほか,そ れは中央政府につながる島行政府の最末端機関 となっている。

　 2)キ リス ト教会,島 行政府,学 校にはそれぞれ 「新 しい」マネアバが付随 してい

る。歴史的に,新 たな集団組織を伴 う制度がタビテウエア ・サウスに定着 したことに

対 して,各 マネアバが作 られ多様化 したと解釈できる。これ らのマネアバが,当 該制

度に関わる人々のネ ットワークの中心とな り,関 係する社会集団を統合 している。つ

まりタビテウエア ・サウスでは,歴史的に外部世界との相互作用を重ねていくなかで,

個人や世帯が分断されるのではなく,む しろ共同体的な枠組みを新たに編成して,対

応してきたのである。

　 3)タ ビテウエア ・サウスは首都から遠隔の地にあるが,外 部世界から閉ざされて

いるわけではない。しぽ しば欠乏 しながらも,人hは 生活必需品を輸入物資に依存 し

ている。また,首 都 というチ ャソネルを通 して,中 央の政策や役人などの外来者が島

や村に到達する。各種のマネアバは社会集団の内外を分かつ結節点として,外 部の諸

制度に対峙する。そこで開催されるボータキや合議は,政 府か ら派遣された公務員や

教員ではなく,タ ビテウエア ・サウスの長老が主導して進行する。つまり,キ リバス

のFFAB経 済のB(官 僚制)が 島では充分に機能 し難い状況にある。

　 4)各 種のマネアバには来島 した外来者が招かれ,素 性を明らかにされた上で在地

社会に認知され,取 り込まれる。さらに首都からもたらされた政策や賃労働は,カ ウ

ソシラ・マネアバや村マネアバにおける合議の過程で,在 地理念のボーラオイを付加
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される。すなわち,政 府や外国の論理は遮断され,在 地の人々が納得する論理に変換

された後,取 り込まれる。いわば,外 部の論理を随時遮断,変 換することによって,

在地の主体性49)を保持させるのが,タ ビテウエア ・サウスのマネアバなのである。

　一方,本 論では詳しく検討 しなかった経済的側面に焦点を当てると,交 通 ・流通機

構 という別のルー トを通 じて,首 都とタビテウエア ・サウスはつながっている。その

機構は貨幣経済の論理に任されてお り,マ ネアバや在地の論理によって制御すること

はできない。人々が現金収入を得る手段は限 られ,ま た交通 ・流通基盤が未整備なた

め,慢 性的な物資の欠乏に苦 しめられている。つまり,タ ビテウエア ・サウスの人h

は,現 金の獲得や物資の入手に関する限 り,外 部システムに翻弄され続けている。

　タビテウエア ・サウスと首都との経済的な接続は,視 野を拡大してみるならば,世

界大の政治 ・経済 システムと結びついている。経済的側面に関 して,外 部システムと

タビテウエア ・サウスのマネアバにより制御される社会集団とのつなが りを考察する

には,オ セアニア島嘆国のMIRAB経 済およびキ リバスのFFAB経 済に焦点を当て

る必要がある。外部の巨視的システムとタビテウエア ・サ ウスを経済的側面から架橋

する論の展開については,別 稿にて示 した(風 間1999c)。 ここでさらに,貨 幣経済

が浸透した社会内部の微細な側面にも着 目すべきであろう。タビテウエア ・サウスに

おける具体的な人々の行動選択や,さ まざまな状況において生 じる矛盾や軋礫につい

ては,別 の機会に検討を譲 りたい。
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注

1)キ リバ ス共 和 国 は ギル バ ー ト,フ ェニ ックス,ラ イ ンの3諸 島か らな る小 島喚 国家 で あ る。

　 ギル バ ー ト諸 島 は1892年 に英 国 保 護 領,1916年 に エ リス諸 島(現 ツ ヴ ァル)と と もに英 国植
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　 民地となり,1979年 に独立した。現在,人 口の94%が 主要諸島のギル・ミー トに住み,そ の現

　 地語読みがキ リバスである。首都はギルバー ト諸島中部の南タラワである。

2)私 は,キ リバスに1994年 か ら1996年 にかけて妻とともに20ヶ.月間滞在 した。うち,ギ ル・ミー

　 ト南部のタビテウエア ・サウスに延べ13ヶ 月間,主 にN村 に住み込んで調査を行った。な

　 お,本 論ではN村 の人々の希望により,実 名を用いる。

3)た だし,N村 とB村 は比較的面積の広いひとつのアイレット上にある。残 りの4村 はそ

　 れぞれ別個のアイレットにある。南端の1村 を除いて,5村 の所在するアイレットは土堤道

　 路(causeway)で 結 ばれている。

4)異 なる宗派の者 どうしが結婚 した場合,通 常女性が男性に合わせる。つまり,ひ とつの世

　 帯は原則的にひとつの宗派 と見なされる。理由をきくと,夫 婦が別hの 宗派だと教会の活動

　 時に不便だからとい う。女性が里帰 りしたときには,元 の宗派の教会で礼拝する。教会が

　 違ってもキリス トは同じだから構わないとい う。

5)年 齢による区分は男性の場合,上 からウニマーネ,ロ ロブアカ(rorobuaka;既 婚男性。「戦

　 士」の意),ロ ロソガ(roronnga;未 婚 の若者),ア タエイ(ataei;子 ども)に 分けられる。

　 既婚男性はマーネ ヌーマ(mwane　 n　uma;「 家 の男」の意)と よばれ,広 義のロロブアカと

　 同義である(注30参 照)。 私はしぽしぼ 「50歳になるとウニマーネである」との説明を受け

　 た。 しかし実際には,ウ ニマーネになるための通過儀礼もなく,ロ ロブアカとウニマーネの

　 境界は曖昧である。50歳前後の同一男性が,状 況によってロロプアカといわれた り,ウ ニマー

　 ネといわれた りする。またロロソガはアタエイ ・二 ・マーネ(ataei　ni〃lwane;「 男 の子ども」)

　 と同義であるとの説明を受けた。だが,20～30歳 代の男性が既婚未婚を問わず,集 合的にア

　 タエイ ・二・マーネとよばれ ることがあった。女性の場合,上 からウナイネ(unaine),ア

　 イネヌーマ(aine　n　u〃ta;既婚 女性。「家の女」の意),ア タエイ ・ン・アイネ(ataei　n　aine;

　 初潮後の未婚女性,処 女。「女の子ども」),ア タエイ(ataei;子 ども)に 分け られる。成人

　 女性一般はアイネ(aine)と よぼれる。また,離 婚 した女性,夫 と死別した女性など,夫 の

　 いない非処女をニキランロロ(nikiranroro)と よぶ。

6)RERF(Revenue　 Equalization　Reserve　Fund)と は,植 民地期,バ ナ・ミ島(現 キリバス領)

　 における燐鉱石採掘で得た利益などを積み立てた基金である(佐 藤1993)。 なお,バ ナバの

　 燐鉱石は1979年 の独立時に枯渇 した。

7)　 ラソズガードによると,1960年 代初頭に調査を行ったタビテウエア ・サ ウスのB村 マネ

　 ア・ミは,屋 根の大きさが16×33m,高 さ9m,屋 根の総面積936m2,床 面積528　m2あ り,

　 屋根には合計4,812枚 のパソダナス葺材を使用していたという(Lundsgaarde　 1978:70)。

8)　 タビテウエアでは,こ の座席をボスとよばずイナキ(inttki)と い う。字義通 りの意味は葺

　 き屋根の区画である。座席は基本的に父系的に継承されるが,子 供が母親の座席を選択する

　 ことも可能だった。婚姻後の女性は,夫 の座席後方に座った(Grimble　 1989:210-212)。

9)　 カーイソガの人 口が増えて過密になると,新 たに開いた土地に住む人々も出てきた。この

　 土地をカーワ(kawa)と いった。カーワには独 自のボスはなく,成 員が集会に参加する際,

　 分出前のカーインガのボスに座ることが許された(Maude　 l977【1963】:19,29)。 なお現在

　 のカーワとは,行 政村やその一部を構成する小集落を表 し,元 来の意味 とは異なる。

10)私 は ラトーシュの主要なインフォーマソトの息子(30歳 代前半)に 会った。彼は,亡 父か

　 ら譲 り受けた大判のノートを所有 していた。そこには数多くの神話やボスの由来が書かれて

　 いた。しかし,そ の解読は息子でさえもきわめて困難だった。

11)村 マネアバは教会マネアバとは異なり,ボ スやイナキが多少なりとも意識され,人 々も古

　 くからあるマネアバと認識している。グリソブルやモードのいうマネアバは,現 在の村マネ

　 アバに相当する。ところが,ニ クナウ島の6村 のうち2村 は,村 マネアバが放棄されていた。

　 ひとつは村住民間の抗争により破壊され,も うひとつは村全体がキリス ト教の一宗派なので,

　 教会のマネアバだけで充分なのだという説明を私は受けた。

12)　 ラソズガードは,ヨ ーロッパ接触以前に島全体のマネアバがあり,南 部キ リバスにおける

　 最高の法的権威だったとい う(Lundsgaarde　 1970:248)。 またゲッデスは,島 マネアバとい

　 う用語を使 っていないが,島 全体の合議があったと述べている(Geddes　 1983:30)。 私がタ

　 ビテウエア ・サウスとニクナウで聞いた限 り,ラ ソズガードのいう島マネアバがかつて存在

　 したことを確証するには至らなかった。 ニクナウ島では,マ ウンガタブという名の村マネア

　 バで,昔,全 島規模の集会が開かれていたという。これは固有の建築物の島マネアバが存在

　 するのでなく,あ る村マネアバを島全体の集会に利用したことを示すと解釈でき,ゲ ッデス
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の記述 とも矛盾 しない。現在,後 述のカウンシラ ・マネアバが島(行 政区)全 体の集会に使

用される。

13)　 ボータキについては別稿で詳細に論じている(風 間1999b)。

14)イ ナキは主に父から息子へ継承されるが,ヨ アキムが結婚する前の時点で村内には,カ ラ

エシウ以外,彼 女の亡父のイナキ継承者 として適切な男性がいなかった。
15)実 際にはテカエワウアの兄が頻繁に住居に出入 りしているが,彼 は未婚であった。そのた

めイナキの後継者とは見なされていない。

16)N村 では,テ プアウア1人 が古くて穴のあいたべーを所持 している。その他の男性はべー

　 や毛髪製のベル トを誰 も所持していない。タビテウエア ・サウスでは,北 端の1村 のみでベー

　 や毛髪ベル トが数多く保持されていた。
17)1994年 には30世 帯だった。翌年,ル アシウ夫妻がネアウアの世帯から独立 して新居を構え

　 たため31世 帯になった。

18)キ マエ レはカーインガとはいわず,カ イナ(kalna)と い っていた。カーイソガをカイナ

　　という例はルオマラの論文にも見ることができる(Luomala　 1965:34)。 これはタビテウエ

　 ア特有の表現か もしれない。また,カ イナは通常パンダナスの木を意ﾘす る語である。現在,

　 村人がカーイソガという場合,単 に人が住む場所の地名といった程度の意味である。
19)　 モードによれぽ,ボ スの名 と付随するカーインガ名は,ほ とんど一致するという(Maude

　 1977【1963】:30)。それに沿 って考えれば,地 名とイナキ名が一致しても矛盾はない。
20)　 ターワエアとは通常,N村 南部の土地の総称である。キマエレらの話によれぽ,　N村 は昔,

　 3つ の集落(カ ーワ)に 分かれていた。そのひとつが1950年 代に独自の行政単位となったK

　 村である。K村 分離後のN村 はターワエアとNと いう南北2つ の集落から成る。また,村

　 南部の総称でなく一筆の土地にもターワエアという名称がある。イナキとの関係が深いのは,

　 この一筆の土地であり,か つてのカーイソガだったと推測できる。
21)前 述のように,タ カレブのイナキであるカロンゴアは村マネアバの 「第一のイナキ」であ

　 る。モー ドやグリソブルの民族誌では,「第一のイナキ」をカロンゴア ・ソ ・ウエア(Karo-

　 ngoa　n　Uea)と いってお り,一 部符合する。なおウエアとは首長の意である。テアウオキの

　 イナキ名,カ ロソゴア ・ラエレケも彼らの記述に登場する。
22)既 述 のブリブリ・テ ・ララーに似ているが,ネ アウアの主張した名は少 し異なる。

23)首 都タラワにおいて離島出身者に話をきいたところ,ボ スについて詳しく知 る者は,私 の

　 知る限 り皆無だった。

24)　 よそ者や招待客イル ワーが座 らされるのはマネアバの相対的な方角の西側,す なわちラ

　 グーソ側座席列の中央付近である。来客が西側の席に座るとき,西 側にイナキをもつ者は客

　 に席を譲 り,順 次詰めてい く。ただし外来者が村の客でなく世帯の客であ り,世 帯成員の友

　 人(rao)ま たは仲間(koraki)と してボータキに参加 したならぽ,そ の世帯主の隣 りに座

　 ることもある。

25)　 この場合,カ ーイソガとイナキの成員は一致すると考え得る。ただし,カ ーインガに余裕

　 がなくな り,居 住者が別の土地に分出して新たにカーワを作った場合,イ ナキ成員はカーイ

　 ソガとカーワの居住者を含むことになる(注9参 照)。
26)　 ラソズガードはタビテウエアを含むキリバス南部を広 く調査 した。

27)後 述 の19世 紀にタビテウエアで起こった宗教戦争以前,K村 には独自の村マネア・ミがあっ

　 たと主張する人もいる。戦争の結果,多 くの人が死んでマネアノミがなくなったという。それ

　 が事実であるにせよ,行 政村の成立時に村マネアバが復興 したことになり,現 在の行政単位

　 である村の成立 とマネア・ミ建設の関係が強固であることに変わ りはない。
28)行 政 区が分離 した年を文書で確認す ることはできなか った。N村 の40歳 代女性 トゥエは

　 1970年 と主張していた。人口統計を見ると,第 二次大戦後にタビテウエア ・サウスとノース

　 の人 口を分けるようになった。 したがって,1940年 代後半には少なくとも行政区を分離する

　 動きがあったと考>xら れる。
29)現 在でも,飛 行機や船便はタビテウエア・ノースの方が多い。私が短時間見た限 りでも,

　 ノースの方が商店,自 動車,モ ーター ・バイク,ト タンとコソクリー ト・ブロックの家屋が

　 多 くあ り,経 済的に格差があるという印象を受けた。
30)　 マネアバの集会における発言では,年 齢を問わずすべての参加既婚男性がロロブアカの語

　 で呼びかけられていた。 しか し通常,ロ ロブアカという場合,長 老より若年の全既婚男性で

　 はなく,ほ ぼ40歳 代半ぽ以上の者のみを指していた。本論ではそれを 「狭義のロロブアカ」

102



風間　 タビテウエア ・サウスにおけるマネアパ(集 会所)の 多様化

　 と記す。キマエレによれぽ,ロ ロブアカの同義語にボウワ・二 ・カーワ(bona　 ni　kawa;「 村

　 の柱」の意)が ある。

31)　 この話は,当 時カウンシラ長だったN村 のナカエウェキアから聞いた。

32)　 学校マネアバに関わる具体的事例には,タ ラワから教育実習生が初等学校に来たときの村

　 側の対応があげられる(風 間1999b)。

33)首 都にはカトリック女性団体経営の店舗があ り,離 島から集められたこれらの手芸品を販

　 売している。売 り上げは教会の資金になる。

34)　 シナバとはエホバが託った語 という。この信仰は太平洋の土着信仰とキ リス ト教の融合 し

　 たものであ り,19世 紀後半,出 稼 ぎ帰還者によってタビテウエアに伝えられた。 プッシュの

　 潅木シマハビロ(民 俗名ウリuri;Guettarda　speciosa)の 十字架に鳥の羽毛を付けたシソボ

　 ルを崇拝 したという。当初,タ ビテウエア北部に広まったがプロテスタソト勢力に追いやら

　 れて,北 部では消滅 した。一方,南 部はシオバ信者の本拠地となった。1888年,北 部のプロ

　 テスタソト勢力が南部のシオバ信者を急襲 し,大 虐殺を行 った(Maude　 and　Maude　 1981;

　 Geddes　 1983)0

35)　 しかし,こ のなかで通常,長 老と見なされているのはアソトニオのみであ り,テ バ レレイ,

　 カーモキ,タ カレブ,テ カエワウアはロロブアカと見なされることが多い(注5お よび注30

　 参照)。 またテイオーキは長老としてではなく,説 教師として参加していた。テカイ ワは,

　 40歳 を越>xて いるが未婚であ り,村 の社会的活動には滅多に参加せず,ロ ロブアカとよぼれ

　 ることもない。

36)マ トゥ・ラオイは,ス ポーツ,踊 り,労 働の前夜に常に必要とされる。けが人が出ると,

　 マトゥ・ラオイを破 り,マ トゥ・タラタラ(rrtatu　taratara;タ ラタラは見る,起 きているの

　 意)だ ったため,け がをしたのだと理由付けされる。この慣行は,今 世紀前半に施行された

　 21時 以降の夜間外出禁止令と関係するかも知れない。

37)魚 食の禁止は,ボ ータキ時の踊 り手にも課せられる。魚を食べるとだるくな り,力 が入 ら

　 なくなるという。魚のみならず,コ ソビーフを食べてはいけないと言 う人もいた。実際には,

　 食物禁忌を守らない人も多いようである。

38)石 柱の材料 となった拳大の石3個 から,重量密度を大まかに算出すると,2.75g/cm3と なっ

　 た。石柱が,長 さ2m,幅80　 cm,厚 さ20　cmで あ り,か つ表面に凸凹のない直方体 と仮定

　 すると,1,100kgの 重量 と計算できる。

39)　 この金額は1組 のブキ ・二 ・バイあた り30豪 ドルとい う計算になる。

40)当 時 カヌー模型で遊ぶことが男性の間で流行していた。模型の胴体部分は トタンで作るた

　 め,ト タソの需要が増 していた。

41)古 くからのカテイを強調する際にはカテイ ・二 ・イカワイ(イ カワイikawaiと は 「古い」

　 の意)と いうこともある。

42)他 の長老たち(例 えぽキマエレやテアウオキなど)は,マ ネアバはキ リス ト教や植民地政

　 府が来る前からあったと語る。歴史的にも彼らの解釈の方が正しいだろう。しかし,タ ータ

　 の解釈は,人 々のマネアバ観の一例を示すものとして興ﾘ深 い。また,歴 史的事実と一致 し

　 ないことを理由に,タ ータの説明を排除する必要はないと私は考>xる 。
43)モ ー ドがグリソブルの調査ノートを編集 した著作"Tungaru　 Traditions≫(Grimble　 1989)

　 の書名にある トゥソガルが,ギ ルバー ト諸島の旧来の呼び名といわれている。しかし,通 常

　 の会話やボータキにおいて,キ リバスに代えて トゥソガルが使用される例を,私 はほとんど

　 聞いたことがなかった。
44)た だ し,人 々は 「一番最初(moa)」 であることには高い評価を与える。

45)文 化セソター長のタマエテラ氏,元 文化センター長のプウェレ氏からそれぞれ聞いた。

46)村 においては,キ リバスの踊 りを踊れないことは恥ずべきことであ り,踊 りの高い技術 ラ

　 パカウ(Tabakau)を もつ人は敬意を表されていた。私たち夫婦も村に住み始めた当初,踊

　　りを習うよう村人に強制された。タラワでは,人 生儀礼のボータキを個人の住居で開催する

　 際,女 性がタムレを踊ることがあった。タビテウエアではタムレを見ることはなかったが,

　 ディスコダソス様の踊 りが,し ぼしばボータキ時の余興として踊られていた。

47)例 えぽ,回 しのみしなけれぽならないタバコをいつまでも隣 りに渡さない人に対して,「白

　 人のようだ」などという。

48)タ ラワの漁業訓練校の教員であった阿部稔氏(当 時OFCF所 属)か ら聞いた。

49)　 ここでいう 「主体」とは,固 定化された実体ではな くむしろ,長 老の主導によって作動す
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る在地社会のネットワークと捉えたい。なお;外 部システムに対 して在地社会が主体性を温

存する機序については,別 稿(風 間1999c)に おいて考察した。
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